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飛躍を目指す年へ～
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一般会計予算の概要
飛躍を目指す年へ～

予算額・・・325億円
（対前年度　△13億円減 △3.8％減）

（1）実感できる地域ブランドの創造

（2）交流・連携の強化による一体感の確立

（3）行政能力の向上

◎主な新規及び重点事業

実感できる地域ブランドの創造

●新公共交通構築運行事業 1億4,535万6千円
●夜間急病センター設置・運営 2,135万円
●地域交流学習センター設計 7,901万9千円
●公立保育園整備 11億3,760万円
●集落営農等担い手育成補助 2,000万円
●不妊治療助成 300万円
●観光プロモーションDVD作成 315万円
●小中学校巡回カウンセリング 219万3千円

交流・連携の強化による一体感の確立

●広報紙全戸配布外 2,230万2千円
●地域振興基金積立 12億9,000万円
●大学連携事業・市民大学講座 170万1千円
●国内友好交流事業 668万3千円
●ひろがり　つながる　地域づくり事業補助金 500万円
●高齢者の生きがいと健康づくり事業補助金 526万円
●議事録インターネット配信 121万8千円
●早春賦音楽祭実行委員会補助 300万円

行政能力の向上

●人事評価制度の導入（職員研修） 83万円
●行政評価システムの構築 266万1千円
●行政手続制度整備 147万円
●法人（第３セクター）経営状況調査 48万4千円
●統合型電子決裁システム導入 787万5千円



～新たなる創造から

１．

人
権
啓
発
事
業
予
算
に
関

係
し
、
部
落
開
放
同
盟
の
補
助

金
230
万
円
は
、
１
団
体
に
対

す
る
補
助
金
と
し
て
は
多
額
で

あ
る
。

２．

区
交
付
金
５，
７
２
２
万

円
は
、
区
に
よ
っ
て
は
削
減
に

よ
り
支
障
が
で
る
、
区
の
活
動

を
保
障
し
、
地
域
の
自
主
的
な

活
動
を
下
支
え
す
る
役
割
を
、

市
は
持
つ
べ
き
だ
。

３．

三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
に
つ
い

て
は
、雑
入
の
見
込
み
が
な
い
。

４．

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
及
び

教
育
関
係
予
算
に
つ
い
て
、
図

書
館
建
設
の
理
念
を
き
ち
ん
と

持
っ
て
時
間
を
か
け
て
行
う
こ

と
。
公
民
館
事
業
、
活
動
を
保

障
す
べ
き
で
あ
る
。

４
件
に
関
し
て
は
、
各
常
任

委
員
会
で
審
議
さ
れ
可
決
さ
れ

て
お
り
、
常
任
委
員
会
の
審
査

結
果
を
尊
重
す
る
。
ま
た
、
一

般
会
計
予
算
は
前
年
度
比
13
億

円
減
の
緊
縮
予
算
と
な
り
、
そ

の
中
で
民
生
費
は
10
億
１，
０

０
０
万
円
の
12.4
％
増
で
あ
り
、

全
体
的
に
評
価
で
き
る
予
算
で

あ
る
。

総
額
325
億
円
は
健
全
財
政

の
も
と
す
ば
ら
し
い
予
算
で
あ

る
が
、

１．

広
報
紙
配
布
関
係
費
２，

２
３
０
万
円
に
つ
い
て
は
削
除

を
求
め
る
。
常
会
、
隣
組
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
の
た

め
、
新
聞
折
り
込
み
で
な
く
、

現
行
の
配
布
方
法
の
存
続
を
求

め
る
。

２．

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向

上
活
動
事
業
に
つ
い
て
、
330

万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
少
な

い
。
交
付
対
象
面
積
約
700
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
あ
れ
ば
770
万
円

は
必
要
で
あ
る
。
補
正
予
算
に

頼
ら
ず
当
初
予
算
で
計
画
す
べ

き
だ
。

広
報
紙
配
布
で
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
醸
成
は
で
き
な
い
。

本
来
な
ら
ば
、
地
域
が
協
働
し

て
配
布
を
無
償
で
行
い
、
地
域

共
同
体
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
現

時
点
で
不
可
能
で
あ
れ
ば
、
新

聞
折
り
込
み
も
止
む
を
得
な

い
。
新
聞
と
一
緒
に
広
報
紙
を

配
布
し
て
も
ら
う
と
い
う
考
え

方
で
よ
い
。

保
全
向
上
対
策
の
330
万
円

は
６
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
５
％
の

計
上
で
あ
り
、
現
段
階
で
は
組

織
が
ど
の
く
ら
い
か
予
測
が
つ

か
な
い
。
現
在
27
地
区
か
ら
要

望
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
申
請

ま
で
は
さ
だ
か
で
は
な
い
。

住
民
の
願
い
を
か
な
え
た
、

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
・
不
妊
医

療
費
・
小
中
学
校
巡
回
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
・
保
育
園
建
設
・
堀

金
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ア
レ
ル
ギ

ー
室
は
評
価
で
き
る
が
、
交
流

学
習
セ
ン
タ
ー
の
問
題
は
、
約

50
億
円
と
、そ
の
維
持
管
理
費
、

人
件
費
を
30
年
間
積
み
重
ね
る

と
49
億
円
に
な
る
。
財
政
的
に

み
て
、
本
当
に
住
民
の
立
場
に

立
っ
た
福
祉
、
教
育
、
子
育
て

に
重
点
を
置
く
よ
う
慎
重
に
対

応
す
べ
き
だ
。
ま
た
、
三
郷
ベ

ジ
タ
ブ
ル
の
件
は
決
断
を
出
す

時
期
で
あ
る
。

問
題
が
あ
る
予
算
も
あ
る

が
、
そ
れ
を
も
っ
て
全
予
算
を

否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

新
年
度
予
算
は
安
曇
野
市
ら
し

い
姿
が
見
え
た
予
算
だ
。
議
会

の
議
事
録
配
信
、
検
索
シ
ス
テ

ム
、
廃
食
用
油
に
よ
る
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
オ
イ
ル
の
精
製
、

軽
度
発
達
障
害
児
等
就
学
支

援
、
不
審
者
侵
入
無
線
通
報
シ

ス
テ
ム
、
男
女
共
同
参
画
計
画

策
定
、
広
が
り
つ
な
が
る
地
域

づ
く
り
事
業
補
助
金
、
第
３
セ

ク
タ
ー
経
営
状
況
調
査
な
ど
評

価
す
る
。

指
摘
す
る
点
は
、
１．

三
郷

べ
ジ
タ
ブ
ル
の
使
用
料
の
支
払

い
猶
予
。
２．

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業
が
統
合
さ
れ
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
た
こ

と
に
よ
る
、利
用
者
の
戸
惑
い
。

３．

教
育
振
興
費
の
総
合
テ
ス

ト
な
ど
の
印
刷
費
が
保
護
者
負

担
で
あ
る
。
現
在
の
予
算
書
は

わ
か
り
に
く
い
。
ど
こ
が
ど
う

な
る
か
具
体
的
に
読
み
と
れ
る

形
式
を
要
望
す
る
。
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賛
成
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

平成19年度 安曇野市
～新たなる創造から

賛
成
討
論

一般会計予算に対する

地域交流学習センター設計に向けてのワークショップ

※議案に対する討論は、できる限り掲載する方針ですが、発言者名を明記するかについては現在検討中です。

討 論



市
の
第
３
セ
ク
タ
ー
㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
の

経
営
状
況
の
問
題
が
焦
点
に

平
成
18
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

討
論
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平成18年度一般会計補正予算（第5号）の概要

１　歳入の主な増額・減額項目 

補正予算額 

補正前の予算額 

補正後の予算額 

△3億6,800万円 

373億8,344万7千円 

370億1,544万7千円 

法人市民税現年課税分 

固定資産税現年課税分 

固定資産税滞納繰越分 

市たばこ税減年度課税分 

地方交付税 

歳　入　科　目 増（減）額 

1億円 

600万円 

4,000万円 

4,000万円 

4,574万4千円 

市町村合併推進体制整備費補助金 

農業用施設災害復旧事業補助金 

林業施設災害復旧事業補助金 

財政調整基金繰入金 

公共施設整備基金繰入金 

歳　入　科　目 増（減）額 

２　歳出の主な増額・減額項目 
（１）市町村合併推進体制整備費補助金に係る新規事業 

電算管理費
 

 

戸籍住民基本台帳管理費 

事　　業　　名 増（減）額 

2億2,100万円 

3,100万円 

556万5千円 

4億1,806万2千円 

△6,779万9千円 

△3,193万3千円 

△4億9,000万円 

△3億9,300万円 

6,781万円 

336万円 

567万円 

消防施設維持管理費 

郷土資料館費 

穂高体育施設管理費 

事　　業　　名 増（減）額 

（２）市町村合併推進体制整備費補助金に係る既存事業への財源充当 

企画総務費 

賦課徴収事務 

社会福祉総務費 

障害者福祉総務費 

環境衛生総務費 

事　　業　　名 増（減）額 

640万5千円 

657万7千円 

241万5千円 

400万円 

450万円 

1,204万4千円 

2,196万9千円 

283万5千円 

3,150万円 

294万円 

都市計画総務費 

非常備消防費 

災害対策費 

小学校施設整備事業 

中学校施設整備事業 

事　　業　　名 増（減）額 

（３）その他事業 

基金積立金 

事　　業　　名 増（減）額 

1億1,900万円 395万9千円 夜間急病センター運営費 

事　　業　　名 増（減）額 

農
業
関
係
の
雑
入
で
７，
０

１
４
万
６
千
円
が
減
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
市
の
第
３
セ
ク

タ
ー
㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
の
関

連
で
、
そ
も
そ
も
自
治
体
が
営

利
の
事
業
に
参
入
す
る
こ
と
の

問
題
が
こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
た
と

思
う
。
今
後
も
現
状
の
ま
ま
に

推
移
し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、

市
の
財
政
を
圧
迫
し
か
ね
な
い

の
で
反
対
で
あ
る
。

㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
の
経
営

状
況
は
相
当
に
切
迫
し
て
い
る

が
、
事
業
化
の
当
初
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
今
も
変
わ
っ
て
い
な

い
。
10
年
計
画
で
始
め
た
も
の

を
わ
ず
か
３
年
で
や
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
資
本
の
51
％
を

市
が
持
っ
て
い
る
の
で
、
議
会

の
チ
ェ
ッ
ク
が
効
か
な
い
と
い

う
こ
と
は
な
い
。
経
営
改
善
計

画
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
を
条

件
に
、
賛
成
と
す
る
。

㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
関
連
の

７，
０
０
０
万
円
余
の
減
額
は

大
問
題
だ
が
、
こ
の
１
点
を
も

っ
て
補
正
予
算
の
す
べ
て
に
反

対
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今

回
の
減
額
は
、
あ
く
ま
で
も
支

払
猶
予
で
あ
っ
て
、
免
除
で
は

な
い
。
債
権
は
安
曇
野
市
に
あ

り
、
今
後
経
営
が
上
向
い
た
な

ら
ば
支
払
わ
れ
る
べ
き
も
の
と

し
て
、
賛
成
す
る
。

今
回
の
補
正
予
算
は
年
度
最

後
の
補
正
で
あ
り
、
市
政
を
滞

り
な
く
進
め
る
た
め
に
賛
成
せ

ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
㈱

三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
の
件
で
は
、

事
前
説
明
を
行
う
に
十
分
な
余

裕
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
よ
う
に
簡
単
に
否
決

で
き
な
い
状
況
を
結
果
と
し
て

生
じ
て
お
り
、
議
会
と
行
政
の

信
頼
関
係
が
失
わ
れ
か
ね
な
い

こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

賛
成

賛
成

賛
成

反
対
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指
定
管
理
者
が
絡
む
プ
ー
ル

事
故
の
例
も
あ
り
、
間
違
え
ば

人
命
に
も
係
わ
る
問
題
で
あ

る
。
人
命
を
預
か
る
事
業
は
民

間
に
出
す
べ
き
で
は
な
く
、
自

治
体
が
責
任
を
持
っ
て
し
っ
か

り
と
し
た
管
理
を
行
う
べ
き
で

あ
る
。

安
曇
野
市
穂
高
プ
ー
ル
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

3月定例会で決まりました
㈱
フ
ク
シ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
（
東
京
都
江
東
区
大
島
１
丁
目

９
番
５
号
）
を
安
曇
野
市
穂
高
プ
ー
ル
の
指
定
管
理
者
と
す
る
議
案

を
賛
成
多
数
で
可
決
。
指
定
の
期
間
は
平
成
19
年
６
月
１
日
か
ら
平

成
20
年
10
月
31
日
ま
で
。

今
回
指
定
さ
れ
た
企
業
は
体

育
施
設
の
運
営
に
関
し
て
は
多

く
の
経
験
、
実
績
を
持
ち
、
県

下
で
も
指
定
管
理
者
と
な
っ
て

い
る
施
設
が
あ
る
。
安
全
確
保

の
運
営
能
力
を
選
考
基
準
に
し

て
の
結
論
で
あ
り
、
賛
成
で
あ

る
。

料
金
の
統
一
は
、
一
般
的
に

は
合
併
後
３
年
〜
５
年
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
市
と
し
て
の
統

一
性
、
公
平
性
か
ら
、
速
や
か

か
に
そ
の
方
向
性
を
示
す
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
示
さ

ぬ
ま
ま
引
き
ず
る
こ
と
に
は
反

対
で
あ
る
。

安
曇
野
市
公
共
下
水
道
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

安
曇
野
市
公
共
下
水
道
の
使
用
料
を
定
め
た
別
表
の
改
正
な
ど
を
含

む
改
正
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
。

旧
５
町
村
の
業
務
内
容
に
は

相
当
な
開
き
が
あ
る
。
料
金
を

一
気
に
統
一
す
れ
ば
、
極
端
に

値
上
げ
率
の
高
い
地
域
が
出
て

し
ま
う
。
経
過
措
置
は
や
む
を

得
な
い
。

反
対

賛
成

賛
成

反
対合

併
し
て
格
差
が
開
く
改
定

に
は
賛
成
で
き
な
い
。
一
度
に

１
年
で
全
部
統
一
せ
よ
と
言
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ

ん
な
に
遠
く
な
い
時
期
を
き
ち

っ
と
設
定
し
、
方
向
性
を
示
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

安
曇
野
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

安
曇
野
市
・
穂
高
水
道
の
使
用
料
を
定
め
た
別
表
の
２
を
改
正
す
る

改
正
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
。

水
道
事
業
運
営
審
議
会
の
答

申
を
尊
重
し
、
常
任
委
員
会
で

も
可
決
し
て
い
る
。
事
業
会
計

も
旧
町
村
枠
で
行
わ
れ
て
お

り
、
穂
高
地
区
の
一
部
赤
字
を

埋
め
る
に
は
値
上
げ
も
や
む
を

得
な
い
。

賛
成

反
対

こ
の
条
例
に
つ
い
て
は
生
活

に
密
着
し
た
も
の
で
あ
り
、
合

併
後
い
つ
ま
で
に
料
金
の
統
一

を
図
る
の
か
方
向
性
を
一
定
程

度
出
し
た
上
で
、
料
金
の
改
定

を
す
べ
き
で
あ
る
。

安
曇
野
市
農
業
集
落
排
水
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
算
出
表
の
改
正
な
ど
を
含
む
改
正
案
を

賛
成
多
数
で
可
決
。

運
営
審
議
会
の
答
申
を
受
け

常
任
委
員
会
で
協
議
し
可
決
し

て
い
る
。
料
金
の
統
一
へ
の
第

一
歩
と
考
え
、
ま
た
定
額
制
か

ら
累
進
制
に
変
え
る
と
い
う
点

で
も
賛
成
で
あ
る
。

賛
成

反
対介

護
が
措
置
か
ら
保
険
制
度

に
変
わ
っ
て
、
高
齢
者
は
大
変

厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
施
設
側
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織

が
多
く
経
営
的
に
苦
労
し
て
お

り
、
託
幼
老
所
へ
の
支
援
は
重

要
で
あ
る
。
委
員
会
が
こ
の
陳

情
を
不
採
択
と
し
た
事
に
反
対

で
あ
る
。

在
宅
介
護
事
業
へ
の
助
成
に
関
す
る
陳
情

反
対
多
数
で
不
採
択
。

陳
情
の
内
容
は
税
金
の
減

免
、
運
営
費
の
助
成
で
あ
る
。

陳
情
者
が
開
設
す
る
託
幼
老
所

は
来
年
４
月
の
開
設
予
定
で
、

運
営
に
つ
い
て
は
未
確
定
で
あ

る
。
施
設
の
経
営
に
は
自
助
努

力
が
基
本
で
あ
り
、
委
員
長
報

告
の
通
り
不
採
択
に
賛
成
で
あ

る
。

不
採
択
に
賛
成

不
採
択
に
反
対
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安曇野市副市長定数条例の制定について 
地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 
安曇野市保育に関する審議会設置条例等の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市児童クラブ利用者負担金条例の制定について 
安曇野市三郷小倉診療所条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市山林財産区特別会計条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市農業集落排水施設条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市公共下水道条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市下水道事業受益者分担金徴収条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市奨学金基金条例の制定について 
安曇野市立幼稚園条例の一部を改正する条例の制定について 
平成18年度安曇野市一般会計補正予算（第５号）について 
平成18年度安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第1号）について 
平成18年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 
平成18年度安曇野市老人保健特別会計補正予算（第２号）について 
平成18年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第３号）について 
平成18年度安曇野市下水道事業特別会計補正予算（第4号）について 
平成18年度安曇野市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）について 
平成18年度安曇野市有明山林財産区特別会計補正予算（第２号）について 
平成18年度安曇野市産業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）について 
平成18年度安曇野市営保養施設特別会計補正予算（第３号）について 
平成18年度安曇野市水道事業会計補正予算（第３号）について 
平成19年度安曇野市一般会計予算について 
平成19年度安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について 
平成19年度安曇野市国民健康保険特別会計予算について 
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平成19年度安曇野市下水道事業特別会計予算について 
平成19年度安曇野市農業集落排水事業特別会計予算について 
平成19年度安曇野市上川手山林財産区特別会計予算について 
平成19年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計予算について 
平成19年度安曇野市有明山林財産区特別会計予算について 
平成19年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計予算について 
平成19年度安曇野市穂高山林財産区特別会計予算について 
平成19年度安曇野市産業団地造成事業特別会計予算について 
平成19年度安曇野市水道事業会計予算について 
平成19年度安曇野市営宿舎事業会計予算について 
長野県市町村自治振興組合規約の変更について 
松本広域連合規約の変更について 
安曇野松筑広域環境施設組合規約の変更について 
穂高広域施設組合規約の変更について 
松塩安筑老人福祉施設組合規約の変更について 
松塩筑木曽老人福祉施設組合規約の変更について 
安曇野・松本行政事務組合規約の変更について 
安曇野市外１市山林組合規約の変更について 
土地の取得について 
市道の廃止について 
市道の認定について 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市ひめこぶしの家） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市穂高農業活性化施設） 
公の施設の指定管理者の指定について（碌山公園）） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市穂高プール） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷黒沢マレットゴルフ場） 
長野県市町村総合事務組合規約の変更について 
地理情報システム統合事業の契約について 
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 
安曇野市上川手山林財産区管理会委員の選任について 
安曇野市北の沢山林財産区管理会委員の選任について 
安曇野市牧山林財産区管理会委員の選任について 
 
 
 
北小倉地籍に建設された廃棄物中間処理施設に関する意見書 
「品目横断的経営安定対策」と米価下落対策に関わる意見書 
「地元住民の同意がなければ廃棄物処理施設の事業計画を認めない」とする県方針の堅持を求める意見書 
山小屋における軽油引取税の免税を求める意見書 
 
 
 
豊科インター東地区開発に関する請願書 
北小倉地籍に建設された廃棄物中間処理施設についての請願書 
「品目横断的経営安定対策」と米価下落対策に関わる請願 
「地元住民の同意がなければ廃棄物処理施設の事業計画を認めない」とする県方針の支持を求める請願 
 
 
 
中国人強制連行強制労働に関する意見書提出についての陳情 
長野県後期高齢者医療広域連合に運営協議会を設ける陳情 
耐震診断業務の実施促進について 
公共工事に関する建築物の設計者の選定及び建設省告示第1206号による設計報酬基準の採用について 
山小屋における軽油引取税の免税を求める意見書の送付に関する陳情書 
在宅介護事業への助成に関する陳情 
議長・副議長の会派離脱を求める要望書 
議会改革に関わる要望書 
「公共サービスの安易な民間開放に反対し、国民生活の「安心・安全」の確立を求める意見書」提出に関する陳情 

【市長提出議案】 
件　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議案番号 

【議員提出議案】 
件　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議案番号 

【請願】 
件　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議案番号 

【陳情】 
件　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議案番号 

議案の審査結果 議案の審査結果 
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20議員 市
政
問

を
う

市
政
問

を
う

一　般　質　問

３月14日（水）

高山　一栄　P７

浜　　昭次　P８

青柳　吉宏　P８

大月　晃雄　P９

宮澤　孝治　P９

松澤　好哲　P10

小林　紀之　P10

３月15日（木）

等々力　等　P11

平林　徳子　P11

下里喜代一　P12

吉田　満男　P12

山田　高久　P13

浅川　保門　P13

松尾　　宏　P14

３月19日（月）

草深　　温　P14

藤森　康友　P15

松森　幸一　P15

丸山　祐之　P16

小林　純子　P16

西澤　韶修　P17

３月定例会では、３月14日・15日・19日に一般質問が行われました。20議員が質問

に立ち、活発な質問や提案がなされました。

平成19年安曇野市議会3月定例会一般質問

19
年
度
当
初
予
算
の
中

で
調
査
費
百
万
円
が
計

上
、
一
歩
前
進
と
受
け
と
め
期

待
す
る
が
、
早
期
計
画
着
工
を

希
望
、
将
来
構
想
に
つ
い
て
の

見
解
は
ど
う
か
。

（
市
長
）
新
年
度
予
算

に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
事
業
費
と
し
て
、
調
査
費
の

名
目
で
計
上
。
公
用
地
、
市
有

地
で
あ
る
押
野
山
土
取
り
場
跡

地
に
つ
い
て
、
将
来
的
な
活
用

方
法
と
し
て
、
運
動
公
園
な
ど

を
視
野
に
置
き
、
ど
の
よ
う
な

方
法
が
あ
る
か
を
調
査
す
る
も

の
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ン

ド
に
つ
い
て
は
、
県
営
の
運
動

公
園
な
ど
安
曇
野
市
に
誘
致
し

た
い
と
言
う
こ
と
で
、
既
に
県

当
局
に
打
診
し
て
い
る
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
基
礎
的

な
調
査
を
行
い
た
い
。

（
教
育
次
長
）
市
長
と
県

へ
行
っ
て
き
た
。
体
育
課

関
係
者
に
お
願
い
を
し
て
あ
る
。

県
も
財
政
的
な
面
で
厳
し
い
も

の
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
跡
地
利

用
な
ど
の
中
か
ら
、
市
民
の
意

向
が
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
。

教
育
問
題
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
つ
い
て
、

週
５
日
制
に
よ
る
学
力
の

低
下
と
の
因
果
関
係
が
あ
る

か
。
ま
た
、
放
課
後
の
ク
ラ
ブ

活
動
と
、
顧
問
の
先
生
の
関
わ

り
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。
学
校
で
の
い
じ
め
の
問
題

が
多
い
と
聞
い
て
い
る
。
市
内

小
中
学
校
で
は
ど
の
く
ら
い
の

い
じ
め
に
対
す
る
件
数
が
あ
る

か
。
教
育
委
員
会
に
き
ち
ん
と

報
告
さ
れ
て
い
る
か
。
ど
の
よ

う
な
対
応
で
指
導
し
て
い
る

か
。

（
教
育
長
）
学
校
５
日

制
と
い
う
の
は
、
今
ま
で

の
反
省
の
中
で
、
児
童
生
徒
の

教
育
の
全
て
を
学
校
に
委
ね
る

の
で
は
な
く
、
文
科
省
が
ゆ
と

り
教
育
と
い
う
こ
と
で
、
現
在

５
日
制
の
中
で
も
指
導
要
綱
も

改
訂
さ
れ
、
必
要
な
こ
と
を
や

る
と
い
う
こ
と
で
行
っ
て
い

る
。
週
５
日
で
学
力
が
低
下
し

た
と
い
う
認
識
は
今
の
と
こ
ろ

持
っ
て
い
な
い
。
ク
ラ
ブ
活
動

は
、
本
人
の
希
望
で
加
入
し
て

い
る
。
部
活
動
の
顧
問
と
い
う

こ
と
で
は
、
的
確
な
指
導
が
で

き
る
教
師
の
確
保
が
し
に
く
く

な
っ
て
い
る
。
中
学
校
の
指
導

す
る
顧
問
に
と
っ
て
は
負
担
に

な
っ
て
い
る
部
分
も
否
定
で
き

な
い
。（

教
育
次
長
）
学
校
で

の
い
じ
め
に
つ
い
て
、
３

月
の
段
階
で
は
、小
学
校
５
件
、

中
学
校
３
件
、
現
在
指
導
中
で

あ
る
。
校
長
を
は
じ
め
全
職
員

一
つ
に
な
っ
て
対
応
し
て
い

る
。社

会
教
育
に
つ
い
て

青
少
年
の
健
全
育
成
を

願
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
中
で
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

分
野
で
活
躍
し
て
い
る
指
導
者

の
皆
さ
ん
に
行
政
と
し
て
何
か

応
援
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
。

（
教
育
長
）
各
種
競
技

会
、
発
表
会
な
ど
出
場
者

に
補
助
金
制
度
を
も
う
け
る
。

団
体
・
個
人
指
導
者
に
も
補
助

金
交
付
を
適
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
。表
彰
規
定
制
度
も
拡
充
、

指
導
者
に
も
感
謝
を
す
る
機
会

を
増
や
し
た
い
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

北
穂
高
地
区
の
進
捗
状

況
は
。

（
上
下
水
道
部
長
）
19

年
度
は
国
道
147
号
北
穂
高

信
号
交
差
点
ま
で
幹
線
管
渠
が

３
キ
ロ
、
16
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
22

年
追
分
駅
ま
で
。
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�

�

�

�

�

�� �

球
場
を
中
心
と
し
た
総
合
運
動
公
園
に
つ
い
て

高
　
山
　
一
　
栄

議
員
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三
郷
ト
マ
ト
栽
培
施
設

指
定
管
理
者
で
㈱
三
郷
ベ

ジ
タ
ブ
ル
に
委
託
し
て
い
る
が

そ
の
内
容
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
施

設
は
15
年
事
業
で
建
設
し

た
。
㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
を
資

本
金
６
千
万
円
、
内
、
市
が
３

千
百
万
円
を
出
資
設
立
し
、
そ

こ
に
委
託
を
し
、
指
定
管
理
者

と
し
て
今
に
き
て
い
る
。

他
の
出
資
者
は
ど
こ
と

ど
こ
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
そ

こ
の
構
成
を
し
て
い
る
社

員
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
あ
づ
み

農
協
、
カ
ゴ
メ
ト
マ
ト
、
土
地

の
借
り
受
け
、
ま
た
は
購
入
し

た
土
地
の
所
有
者
で
あ
る
。

㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
か

ら
市
に
入
る
７
千
万
円
は

ど
う
い
う
形
で
契
約
さ
れ
て
い

る
の
か
。
そ
の
名
目
は
ど
う
い

う
形
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
当

初
指
定
管
理
者
の
委
託
契

約
で
７
千
万
円
と
い
う
形
で
契

約
の
中
に
の
っ
て
お
り
、
施
設

の
利
用
料
と
い
う
形
で
あ
る
。

施
設
の
土
地
の
所
有
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
十

町
歩
ほ
ど
の
敷
地
で
あ
る

が
㈱
三
郷
デ
ジ
タ
ブ
ル
の
所
有

が
約
２
町
８
反
、
県
の
農
業
開

発
公
社
が
５
町
２
反
、
あ
と
は

個
人
所
有
の
借
地
が
２
町
歩
で

あ
る
。
県
の
開
発
公
社
の
用
地

は
平
成
20
年
ま
で
に
買
い
取
る

の
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。

㈱
三
郷
デ
ジ
タ
ブ
ル
に

市
が
し
て
い
る
債
務
保
証

は
あ
る
の
か
。
そ
の
額
は
い
く

ら
か
。（

産
業
観
光
部
長
）
債

務
保
証
で
は
な
く
、
損
失

補
償
と
い
う
形
で
２
億
５
千
万

円
で
あ
る
。

施
設
建
設
に
は
、
６
億

余
円
を
市
が
負
担
し
た
経

緯
が
あ
る
。
施
設
利
用
料
と
し

て
市
に
払
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
経
営
が
続
け
ら

れ
る
か
が
一
番
問
題
で
あ
る
。

（
産
業
観
光
部
長
）
３

月
末
日
ま
で
に
経
営
改
善

計
画
を
し
っ
か
り
立
て
て
方
向

づ
け
を
し
て
い
き
た
い
。

総
合
支
所
の

サ
ー
ビ
ス
の
確
保
を

総
合
支
所
の
組
織
の
改

編
に
よ
り
、
支
所
は
20
数

名
か
ら
40
数
名
位
の
配
置
に
な

っ
て
い
る
。
住
民
の
直
接
サ
ー

ビ
ス
に
か
か
わ
る
部
門
に
は
、

専
門
的
な
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
を

も
っ
た
、
対
応
で
き
る
人
を
配

置
す
る
考
慮
を
払
っ
て
も
ら
え

る
の
か
。
業
務
に
精
通
し
た
人

が
い
な
い
と
本
庁
に
い
か
な
く

て
は
い
け
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
人
が
減
る
と
い
う
こ
と
は

サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
の
が
難

し
く
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

（
総
務
部
長
）
人
員
配

置
は
、
充
実
し
た
、
行
っ

て
も
話
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う

よ
う
な
状
況
の
な
い
配
置
を
し

て
い
く
。

水
道
事
業
料
金
な
ど
の

統
一
の
方
向
は

事
務
事
業
に
つ
い
て
は

住
民
の
基
本
的
生
活
に
か

か
わ
る
共
通
部
分
に
つ
い
て
は

公
平
性
か
ら
早
く
統
一
す
べ
き

で
あ
る
。

水
道
事
業
に
つ
い
て
穂
高
地

域
に
料
金
の
値
上
げ
が
提
案
さ

れ
て
い
る
。
３
年
か
ら
５
年
が

全
国
の
例
を
み
て
統
一
の
目
安

と
思
う
が
ど
う
か
。

（
市
長
）
水
道
事
業
・

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

は
、
旧
町
村
の
経
緯
、
財
政
状

況
を
見
た
場
合
、
合
併
し
た
ら

直
ち
に
統
一
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
が
、
で
き
る
限
り

早
い
時
点
で
統
一
す
る
こ
と
を

念
頭
に
、
こ
の
料
金
改
定
を
行

っ
て
い
る
と
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
。
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三
郷
ト
マ
ト
栽
培
施
設
の
現
状
は

青
　
柳
　
吉
　
宏

議
員

昨
年
の
質
問
で
も
と
り

上
げ
た
現
状
の
危
機
管
理

室
を
、
新
年
度
よ
り
堀
金
総
合

支
所
に
移
し
て
い
た
だ
い
た
事

は
、
今
出
来
る
中
で
素
直
に
評

価
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
編

成
、
形
態
等
の
概
要
と
従
来
と

の
相
違
点
に
つ
い
て
説
明
願
い

た
い
。（

総
務
部
長
）
現
在
、

危
機
管
理
室
は
、
防
災
交

通
課
が
兼
務
し
て
い
る
が
、
組

織
改
革
に
よ
り
正
式
に
危
機
管

理
室
と
し
て
消
防
防
災
係
と
生

活
安
全
係
の
２
係
と
な
る
。
室

長
以
下
７
人
体
制
で
消
防
防
災

に
係
わ
る
事
務
事
業
は
本
庁
が

全
て
行
っ
て
い
く
。
配
備
体
制

に
つ
い
て
は
事
前
体
制
・
警
戒

体
制
・
非
常
体
制
・
緊
急
体
制

と
な
っ
て
お
り
、
最
後
に
嘱
託

職
員
や
臨
時
職
員
も
含
め
た
、

全
体
体
制
か
ら
成
っ
て
い
る
。

特
に
地
震
対
応
と
し
て
、
震
度

３
か
ら
震
度
６
強
ま
で
段
階
的

に
緊
急
体
制
の
レ
ベ
ル
ま
で
細

か
く
そ
の
対
応
を
作
成
し
た
。

普
通
水
害
対
策
と
し
て
は
、
事

前
体
制
か
ら
あ
ら
か
じ
め
指
名

し
た
職
員
を
各
支
所
に
配
置

し
、
警
戒
情
報
収
集
を
行
う
体

制
と
し
た
。

現
在
の
組
織
機
構
の
中

で
実
施
計
画
を
構
築
さ
れ

た
事
を
理
解
し
な
が
ら
、
千
人

に
も
及
ぶ
全
職
員
の
危
機
意
識

の
共
有
と
言
う
の
は
、
大
変
重

要
と
考
え
る
が
行
政
評
価
シ
ス

テ
ム
構
築
の
為
の
予
算
も
19
年

度
は
盛
ら
れ
た
中
で
、
現
時
点

で
説
明
出
来
る
こ
と
は
何
か
。

（
総
務
部
長
）
国
の
行

政
改
革
あ
る
い
は
自
治
体

間
競
争
が
進
む
中
で
、
安
曇
野

市
の
現
状
と
課
題
を
的
確
に
把

握
し
、
職
員
全
て
が
常
に
危
機

意
識
と
し
て
共
有
し
て
業
務
を

進
め
る
必
要
性
が
あ
る
。
行
政

評
価
の
目
的
は
、
そ
の
目
的
を

達
成
す
る
為
に
何
が
重
要
か
を

見
極
め
、
ま
た
、
施
策
の
目
標

は
経
営
的
視
点
に
立
っ
た
行
政

運
営
の
健
全
化
に
あ
る
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

開
設
に
伴
う

情
報
発
信
に
つ
い
て

新
年
度
か
ら
市
の
産
業

観
光
部
の
中
に
地
域
ブ
ラ

ン
ド
室
を
設
け
る
。
ま
た
、
そ

の
室
長
は
公
募
に
よ
る
と
の
事

だ
が
そ
の
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。

（
市
長
）
安
曇
野
ブ
ラ

ン
ド
と
は
一
体
何
な
の
か

と
言
う
解
析
か
ら
始
ま
り
、
全

市
的
範
囲
を
担
わ
な
く
て
は
な

ら
ず
、
そ
し
て
段
々
に
具
体
化

し
て
行
く
努
力
を
し
て
も
ら
う

所
と
言
う
認
識
で
あ
る
。
室
長

の
公
募
理
由
は
、
安
曇
野
と
い

う
の
は
外
部
か
ら
の
評
価
が
非

常
に
高
い
中
で
む
し
ろ
こ
の
地

や
行
政
内
部
の
人
間
よ
り
幅
の

広
い
人
選
が
好
ま
し
い
と
考
え

た
所
で
あ
る
。
12
名
の
応
募
者

の
中
か
ら
、
最
も
適
任
と
し
て

中
川
完
治
氏
を
選
ん
だ
。

色
々
な
形
で
、
ま
た
、

色
々
な
人
達
の
参
画
に
よ

り
、
総
合
的
に
誰
も
が
納
得
出

来
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
形
成
に

十
分
そ
の
能
力
を
発
揮
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
う
訳
だ
が
、

そ
こ
で
そ
れ
を
全
国
に
発
信
す

る
手
段
が
よ
り
重
要
と
な
っ
て

来
る
と
思
う
が
、
ど
の
様
に
考

え
て
い
る
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
行

政
だ
け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

だ
と
相
当
情
報
が
限
定
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
、
総
合
的
に
情
報

ポ
ー
タ
ル
が
出
来
れ
ば
と
思

う
。
し
か
し
、
こ
の
先
運
営
な

ど
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
の
検
討
で
あ
る
。

我
々
が
一
年
間
取
り
組

ん
だ
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
情
報
分
科

会
の
成
果
と
協
働
し
て
行
く
道

は
あ
る
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
行

政
の
立
場
を
踏
ま
え
、
あ

る
程
度
の
規
制
と
要
綱
を
定
め

た
中
で
、
地
域
情
報
化
と
全
国

に
発
信
す
る
推
進
の
拠
点
と
し

て
、
検
討
し
て
行
き
た
い
。
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危
機
管
理
上
、
最
も
望
ま
れ
る
行
政
機
構
と
は

浜
　
　
　
昭
　
次

議
員
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旧
五
つ
の
町
村
が
交
通

で
結
ば
れ
る
こ
と
は
、
合

併
効
果
で
大
切
な
こ
と
。
19
年

９
月
か
ら
の
試
行
運
転
は
非
常

に
早
い
対
応
。
交
通
網
の
整
備

が
一
体
感
を
示
す
の
に
は
一
番

の
方
策
。市
民
が
動
く
こ
と
は
、

外
部
か
ら
の
観
光
客
以
上
に
活

性
化
す
る
。
路
線
、
観
光
周
遊
、

福
祉
、
外
出
支
援
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
一
本
化
し
、
戸
口
か
ら

戸
口
へ
送
迎
す
る
シ
ス
テ
ム
。

試
行
運
転
は
何
台
の
車
で
回
す

の
か
。（

企
画
財
政
部
長
）
ジ

ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
等
を
含

め
14
台
で
運
行
す
る
。

先
般
五
一
会
で
、
茨
城

県
石
岡
市
を
視
察
。
デ
マ

ン
ド
は
戸
口
か
ら
戸
口
へ
迎
え

に
行
く
便
利
な
シ
ス
テ
ム
。
住

民
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
、
商
業
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。
空
気

ば
か
り
運
ん
で
い
た
路
線
バ

ス
。
乗
車
の
要
請
が
な
け
れ
ば

運
行
し
な
い
効
率
の
よ
さ
。
タ

ク
シ
ー
業
者
の
話
を
聞
く
と
、

行
政
の
示
す
借
り
上
げ
料
は
、

諸
経
費
持
ち
で
、
一
台
一
日
１

万
８
千
円
と
厳
し
い
金
額
。

ま
た
、
一
番
収
入
の
多
い
時

間
帯
を
、
デ
マ
ン
ド
交
通
に
奪

わ
れ
て
し
ま
う
と
の
こ
と
。
安

曇
野
市
の
業
者
の
話
を
聞
く

と
、
業
者
が
請
け
負
う
こ
と
に

よ
り
当
市
は
発
展
す
る
、
と
の

こ
と
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
理
解

さ
れ
、
積
極
的
に
協
議
に
参
加

し
研
究
し
て
い
る
。
一
定
金
額

の
買
い
上
げ
だ
け
で
は
な
く
、

歩
合
制
も
必
要
。
篠
ノ
井
線
と

大
糸
線
を
結
ぶ
路
線
は
ど
う
考

え
る
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
歩

合
制
も
含
め
協
議
す
る
。

穂
高
駅
と
明
科
駅
、
豊
科
駅
と

田
沢
駅
を
結
び
、
通
勤
通
学
に

対
応
す
る
定
時
定
路
線
を
走
ら

せ
る
。

組
織
改
革
と

防
災
シ
ス
テ
ム

四
月
一
日
か
ら
の
組
織

変
更
に
よ
り
、
総
合
支
所

の
職
員
が
半
減
す
る
の
は
当
然

の
こ
と
。
課
長
が
後
ろ
の
席
で

ふ
ん
ぞ
り
返
り
、
昼
食
に
帰
宅

す
る
よ
う
な
こ
と
は
で
き
ぬ
。

課
長
も
窓
口
に
出
て
、
職
員
と

共
に
対
応
す
べ
き
。
危
機
管
理

室
が
で
き
る
が
、
24
時
間
体
制

な
の
か
、
災
害
で
早
急
な
対
応

が
必
要
な
地
震
連
絡
、
避
難
誘

導
の
対
応
は
誰
が
す
る
の
か
。

組
織
変
更
と
防
災
シ
ス
テ
ム
は

同
時
に
す
べ
き
と
思
う
が
。

（
総
務
部
長
）
24
時
間

体
制
。
防
災
計
画
マ
ニ
ュ

ア
ル
で
整
備
し
て
い
き
た
い
。

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド

推
進
室
に
つ
い
て

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
と
言

わ
れ
て
い
る
農
産
物
が
観

光
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
り

ん
ご
・
わ
さ
び
・
蕎
麦
・
玉
ね

ぎ
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
白
い
花

で
あ
る
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と

し
て
考
え
ら
れ
る
。
白
い
花
は

観
光
と
結
び
つ
か
ず
、
更
埴
の

あ
ん
ず
の
観
光
客
は
多
い
。
観

光
に
結
び
つ
く
農
産
物
は
何

か
。
そ
れ
は
桃
の
花
で
あ
る
。

安
曇
野
の
「
桃
源
郷
」。

桃
の
木
の
成
長
は
早
く
、
ま

た
、
花
桃
も
あ
り
、
山
梨
の
桃

の
産
地
と
は
２
週
間
程
遅
れ
て

開
花
す
る
。
田
沢
駅
の
東
側
の

人
家
の
庭
に
は
、
真
っ
赤
な
桃

の
花
が
咲
く
。
桜
の
後
に
咲
く

桃
の
花
は
産
業
と
観
光
振
興
に

な
る
。
ま
た
、
公
園
整
備
・
街

路
整
備
、
植
栽
す
る
植
物
の
統

一
感
が
な
い
。

市
の
建
物
も
統
一
し
た
景
観

で
建
築
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
市
長
）
な
か
な
か
良

い
発
想
。
新
し
い
可
能
性

と
、
夢
が
現
実
に
な
る
か
検
討

す
る
機
会
が
あ
っ
て
良
い
。

デ
マ
ン
ド
交
通
の
問
題
点
と
今
後
に
つ
い
て

大
　
月
　
晃
　
雄

議
員
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�
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��
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市
政
の
基
本
は
、
市
民

の
生
活
の
盾
と
な
る
こ
と

を
考
え
る
。
相
談
活
動
は
多
岐

に
亘
っ
て
お
り
評
価
す
る
が
、

悪
徳
商
法
等
消
費
生
活
に
係
わ

る
内
情
を
調
べ
て
み
る
と
、
極

め
て
複
雑
で
あ
り
、
若
年
者
・

高
齢
者
の
被
害
の
比
重
が
大
き

く
、
か
つ
、
深
刻
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
当
市
に
お
け
る
実
態
と

対
応
を
お
聞
き
す
る
。

（
市
民
環
境
部
長
）
松

本
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
た
年
間
相
談
件
数
は

１，
１
０
８
件
で
、
マ
ル
チ
商

法
・
特
殊
販
売
で
、
ほ
ぼ
折
半

の
状
況
で
あ
る
。

商
法
は
巧
妙
で
あ
り
、
被
害

に
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
で

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

現
在
、
消
費
生
活
相
談
員
に

よ
る
毎
週
２
回
の
相
談
に
加

え
、
老
人
世
帯
の
被
害
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
、
社
協
や
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
呼
び
か
け

を
し
、
予
防
出
前
講
座
を
開
催

し
啓
発
活
動
を
始
め
た
の
で
、

積
極
的
な
活
用
を
期
待
し
た

い
。

生
活
相
談
活
動
を
は
じ

め
と
し
て
、
法
律
や
契
約

等
の
弱
者
対
応
は
益
々
重
要
に

な
り
、相
談
窓
口
の
集
約
化
や
、

常
時
弁
護
士
・
司
法
書
士
な

ど
、
専
門
家
を
加
え
た
相
談
し

易
い
窓
口
、
専
門
体
制
が
必
要

と
考
え
る
が
。

（
市
長
）
相
談
窓
口
と

し
て
、
気
軽
に
相
談
で
き

る
こ
と
、
相
談
者
の
身
に
な
っ

て
、
の
姿
勢
が
最
も
大
切
な
こ

と
と
考
え
る
。
ま
た
、
専
門

家
・
法
律
家
・
司
法
書
士
な
ど

に
よ
る
相
談
会
も
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
、
よ
り
一
層
啓
蒙
に

努
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な

姿
勢
を
強
め
て
ま
い
り
た
い
。

農
政
課
題
と
対
応
に
つ
い
て

担
い
手
農
家
の
設
備
投

資
額
は
大
き
い
。
ま
た
、

集
落
営
農
組
織
も
誕
生
し
、
形

態
も
多
様
化
す
る
で
あ
ろ
う

が
、
何
れ
も
運
営
に
要
す
る
資

金
量
も
増
大
す
る
と
考
え
る
。

経
営
は
、
よ
り
緻
密
さ
が
求

め
ら
れ
る
中
、
経
営
指
導
体
制

強
化
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
と
考

え
る
。
組
織
、
団
体
挙
げ
て
の

取
り
組
み
に
対
す
る
考
え
方

と
、
担
い
手
農
家
の
現
況
を
お

聞
き
し
た
い
。

（
産
業
観
光
部
長
）
経

営
対
策
は
重
要
な
視
点
で

あ
り
、
特
に
Ｊ
Ａ
の
対
応
に
期

待
し
て
い
る
が
、市
と
し
て
は
、

各
地
域
に
営
農
企
画
員
を
１
名

ず
つ
配
置
し
、
現
在
５
名
体
制

で
あ
る
。

今
後
、
行
政
と
農
協
が
一
体

と
な
り
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
よ
り
密
に
な
る
よ
う
進
め
て

ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
担
い
手

数
は
275
で
、
内
法
人
が
24
で

あ
り
、
年
齢
別
で
は
60
歳
代
が

38
％
を
占
め
て
お
り
、
高
齢
化

傾
向
は
否
め
な
い
。

農
政
課
題
と
し
て
一
括

三
件
を
お
聞
き
す
る
。

一
、
中
小
農
業
の
振
興
は
、
個

性
的
な
農
業
地
帯
の
造
成
に
あ

る
と
考
え
る
。

一
、
用
排
水
施
設
（
堰
）
の
劣

化
対
策
を
進
め
ら
れ
た
い
。

一
、
農
地
集
積
に
伴
な
い
、
地

方
向
上
対
策
が
計
画
的
に
行
え

る
と
考
え
る
が
、そ
の
対
応
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）

一
、
地
産
地
消
が
要
点

と
考
え
、
直
売
所
を
拠
点
と
し

て
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
の
中
で
進
め
て
い
く
。

一
、
用
排
水
路
劣
化
対
策
は
、

全
体
的
に
調
査
を
し
、
整
備
計

画
を
樹
て
て
い
か
ね
ば
と
考
え

る
。

一
、
土
壌
調
査
に
も
と
づ
い
て

適
作
物
を
考
え
て
い
き
た
い

が
、
地
方
保
持
向
上
対
策
も
計

画
的
に
進
め
る
。

右
三
項
と
も
に
、
体
制
整
備

と
連
携
が
重
要
で
あ
り
関
係
組

織
を
あ
げ
て
取
り
組
み
た
い
。

�

�

�

�

�

��

�

生
活
支
援
と
し
て
相
談
体
制
の
強
化
を

宮
　
澤
　
孝
　
治

議
員
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安
曇
野
市
の

健
全
財
政
に
つ
い
て

市
財
政
の
基
本
は
子
育

て
福
祉
・
環
境
・
暮
ら
し

優
先
の
市
政
で
あ
る
。
１．

基

本
構
想
が
出
な
い
ま
ま
建
設
計

画
が
進
ん
で
い
る
。
２．

談
合

阻
止
の
決
意
の
上
に
一
般
入
札

制
度
な
ど
の
導
入
と
総
合
評

価
、
労
働
環
境
評
価
を
。
３．

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
図
書
館
建
設
に
反
対
す
る

も
の
で
は
な
い
が
、
３
カ
所
の

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
を
含
む
、

総
建
設
予
算
は
50
億
円
、
５
館

で
30
年
間
に
約
49
億
円
の
維
持

管
理
費
、
人
件
費
と
な
る
。
こ

の
図
書
館
建
設
は
健
全
財
政
の

上
か
ら
も
、
安
曇
野
市
の
精
神

構
造
を
当
上
か
ら
も
、
第
二
の

夕
張
に
な
ら
な
い
た
め
に
無
駄

を
な
く
し
、
本
当
に
必
要
な
も

の
を
市
民
の
参
加
で
築
き
あ
げ

る
こ
と
が
極
め
て
重
要
。
図
書

館
の
あ
り
方
の
検
討
を
見
直
す

考
え
は
。

（
市
長
）
精
神
的
、
知

的
な
面
で
今
後
要
求
さ
れ

る
。
地
域
要
望
は
強
い
の
で
検

討
し
な
が
ら
実
施
す
る
。

（
教
育
次
長
）
数
値
は

指
摘
通
り
、
軽
減
を
考
え

て
い
く
。

（
企
画
財
政
部
長
）
全

面
的
に
見
直
し
優
先
順
位

を
つ
け
る
。

雇
用
の
創
出
条
件
の
拡

大
と
雇
用
創
出
の
政
策

は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
市

内
の
求
人
倍
率
は
連
続
17

カ
月
、
１
倍
を
こ
え
て
い
る
。

今
後
も
雇
用
促
進
に
努
め
る
。

安
曇
野
赤
十
字
病
院
と

地
域
医
療
に
つ
い
て

安
曇
野
赤
十
字
病
院
建

設
支
援
は
。
医
療
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
。

医
師
・
看
護
師
・
助
産
師
確

保
へ
の
市
長
ア
ピ
ー
ル
を
。
夜

間
急
病
セ
ン
タ
ー
４
月
の
オ
ー

プ
ン
に
向
け
て
準
備
は
。

（
企
画
財
政
部
長
）
４

月
21
日
午
後
１
時
か
ら
豊

科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
。

安
曇
野
赤
十
字
病
院
長
と
秋

田
赤
十
字
病
院
長
の
講
演
と
６

名
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
安
曇
野

市
民
の
安
全
安
心
医
療
の
水
準

が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

格
差
社
会
に
つ
い
て

正
規
雇
用
、
非
正
規
雇

用
の
現
状
と
対
策
。
障
害

者
雇
用
に
つ
い
て
。
現
在
の
状

況
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

（
総
務
部
長
）
正
規
職

員
は
合
併
時
の
839
人
か
ら

806
人
に
、
非
正
規
は
545
人
か

ら
587
人
に
な
っ
て
い
る
。
障

害
者
雇
用
は
一
般
2.15
％
、
教

育
2.17
％
前
向
き
に
考
え
る
。

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
構
想

に
つ
い
て

飛
騨
高
山
か
ら
小
谷
に

架
け
る
ア
ル
プ
ス
と
そ
の

裾
野
を
世
界
遺
産
の
観
点
か

ら
、
安
曇
野
市
の
基
本
構
想
・

環
境
基
本
構
想
計
画
に
。
世
界

遺
産
登
録
に
つ
い
て
、
近
隣
市

町
村
と
の
サ
ミ
ッ
ト
を
、
市
民

参
加
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
、
農
地
水
環
境
保
全
、
地
下

水
条
例
な
ど
を
、
と
思
う
が
ど

う
か
。（

産
業
観
光
部
長
）
全

体
的
に
言
え
ば
要
素
が
あ

る
。
世
界
遺
産
と
い
う
共
通
認

識
の
盛
り
上
げ
が
必
要
、
世
界

遺
産
に
！
ま
だ
時
期
尚
早
。

松
　
澤
　
好
　
哲

議
員

�

�

�

� �

�

�

��

�

��

安
曇
野
市
が
第
二
の
夕
張
に
な
ら
な
い
た
め
に
健
全
財
政
を
！

合
併
特
例
債
を
活
用
す

る
重
要
な
事
業
の
一
つ
と

し
て
本
庁
舎
建
設
が
あ
る
。
昨

年
行
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら

の
答
申
を
受
け
、
組
織
の
一
部

見
直
し
が
行
わ
れ
る
が
、
私
は

よ
り
以
上
の
効
率
の
よ
い
行

政
、
敏
速
な
命
令
系
統
伝
達
の

確
立
と
各
部
局
と
の
連
携
強
化

が
早
急
に
必
要
と
考
え
る
。
市

長
は
新
聞
紙
上
、
本
年
度
中
に

必
要
な
機
能
や
規
模
、
市
の
所

有
地
等
、
具
体
的
な
検
討
資
料

を
市
民
に
提
供
す
る
と
述
べ
た

が
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。
建
設

諮
問
委
員
会
な
い
し
、
検
討
委

員
会
設
置
の
考
え
は
。

（
市
長
）
市
は
現
在
、
分

庁
方
式
を
と
っ
て
い
る

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
わ

か
り
に
く
い
と
不
満
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
市
と
し
て
本
庁
舎

は
将
来
的
に
は
欠
か
せ
な
い
と

考
え
て
い
る
。
行
政
の
効
率
化
、

組
織
、
機
構
等
の
適
正
化
等
々

を
検
討
す
る
中
、
規
模
・
機
能

に
つ
い
て
具
体
的
に
た
た
き
台

を
つ
く
っ
て
議
論
を
す
る
準
備

を
出
来
る
だ
け
早
い
時
点
で
進

め
た
い
。安

曇
野
市
を
健
全
で
将

来
に
わ
た
り
、
夢
の
持
て

る
市
を
建
設
す
る
に
当
た
り
、

合
併
特
例
債
を
350
億
円
利
用
と

定
め
た
。
合
併
し
て
１
年
６
カ

月
経
過
し
た
が
、
本
年
度
、
当

初
予
算
ま
で
の
特
例
債
の
活
用

と
計
画
見
込
み
は
。

（
企
画
財
政
部
長
）
現
在

ま
で
の
合
併
特
例
債
の
借

り
入
れ
事
業
費
金
額
は
合
計
16

億
３
千
万
円
、
19
年
度
予
算
に

つ
い
て
は
、
堀
金
保
育
園
、
豊

岳
荘
、
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
実

施
設
計
で
10
億
１
千
万
円
計
上

し
て
い
る
。
３
カ
年
合
計
、
26

億
７
千
万
円
、
従
っ
て
残
は
323

億
３
千
万
円
に
な
る
。
今
後
日

赤
病
院
・
本
庁
舎
建
設
・
交
流

学
習
セ
ン
タ
ー
・
保
育
園
の
関

係
等
々
が
こ
れ
か
ら
計
画
さ
れ

る
内
容
か
と
思
わ
れ
る
。

合
併
特
例
債
は
長
期
総

合
建
設
計
画
策
定
と
関
連

す
る
が
、
重
要
な
建
設
費
を
把

握
し
た
う
え
、
限
り
あ
る
特
例

債
を
計
画
的
有
効
利
用
、
活
用

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
現
在
、

平
成
20
年
４
月
か
ら
始
ま

る
基
本
構
想
基
本
計
画
を
策
定

し
て
い
る
。
事
業
、
具
体
的
な

年
度
、
財
源
財
政
計
画
を
今
後
、

再
度
立
て
る
計
画
で
あ
る
。

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は

穂
高
広
域
施
設
組
合
に

お
い
て
、
最
終
処
分
場
用

地
選
定
の
検
討
が
行
わ
れ
て
お

り
、
自
区
内
処
理
を
目
標
と
し

て
検
討
し
て
い
る
こ
と
は
十
分

理
解
、
承
知
し
て
い
る
。
処
理

は
現
在
、
民
間
に
お
願
い
し
て

い
る
が
、
あ
と
、
数
年
が
限
度

と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
に

つ
い
て
市
の
考
え
は
。

（
市
民
環
境
部
長
）
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
、
減
量
の
努
力
を

重
ね
て
い
る
が
、
ご
み
は
ゼ
ロ

に
は
な
ら
な
い
。
最
終
処
分
場

は
私
達
が
生
活
し
て
い
く
社
会

に
と
っ
て
、
必
要
不
可
欠
な
施

設
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
処

分
施
設
検
討
委
員
会
の
提
言
を

十
分
に
尊
重
し
て
い
き
た
い
。

147
号
線
バ
イ
パ
ス
西
側

先
線
等

こ
の
７
月
開
通
す
る
147

号
バ
イ
パ
ス
を
、
よ
り
効

果
的
な
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ

う
に
先
線
（
豊
科
、
三
郷
、
堀

金
の
大
型
農
道
）
の
建
設
と
松

本
ト
ン
ネ
ル
の
無
料
化
を
県
に

働
き
か
け
た
ら
ど
う
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

お
い
て
重
要
な
東
西
の
役
割
を

果
た
す
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

県
に
前
向
き
に
検
討
さ
れ
る
よ

う
要
請
し
て
い
く
。

�

�

��

� ��

�� �

本
庁
舎
建
設
と
合
併
特
例
債

小
　
林
　
紀
　
之

議
員
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高
齢
者
福
祉
の
基
本
的

な
考
え
方
は
。

（
市
長
）
第
一
に
元
気
で

お
過
ご
し
い
た
だ
く
た
め

の
施
策
、
第
二
に
体
に
悪
い
部

分
が
出
て
き
た
場
合
、
ど
う
支

援
し
て
い
く
か
が
課
題
で
あ

る
。
福
祉
行
政
の
あ
り
方
の
根

本
に
つ
い
て
絶
え
ず
見
直
し
注

意
し
て
い
き
た
い
。

地
域
や
地
区
で
の
取
り

組
み
は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
新
た

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を

図
る
た
め
、
18
・
19
年
度
を
か

け
て
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
を

す
る
。
介
護
保
険
関
係
に
つ
い

て
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
、
身
近
な
地
域
の
中
で
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
、
と
の
考
え
で
進
め

る
。
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い

て
実
施
し
て
い
る
各
種
事
業
に

助
成
を
行
っ
て
い
る
。
19
年
度

か
ら
新
た
に
高
齢
者
の
生
き
が

い
と
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
、

生
き
が
い
講
座
支
援
事
業
を
実

施
し
て
地
域
福
祉
の
向
上
を
図

っ
て
い
く
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
の

連
携
に
つ
い
て

（
健
康
福
祉
部
長
）
健
康

づ
く
り
事
業
に
お
い
て
市

は
き
っ
か
け
つ
く
り
を
、
継
続

事
業
は
社
協
で
や
っ
て
も
ら

う
。
話
し
合
い
な
が
ら
一
番
い

い
方
法
を
と
り
た
い
。

障
が
い
児
・
者
が
急
増

の
傾
向
に
あ
る
。
進
路
や

就
労
等
問
題
が
多
い
と
聞
く
。

相
談
体
制
の
充
実
が
必
要
と
考

え
る
が
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
19
年

度
か
ら
各
支
所
福
祉
課
を

相
談
窓
口
に
し
、
本
庁
障
害
福

祉
係
が
集
約
し
て
責
任
を
持
っ

て
対
処
し
て
い
く
。
そ
の
た
め

に
障
害
者
福
祉
係
に
保
健
師
一

人
を
配
置
す
る
。
３
障
害
の
相

談
拠
点
、
松
本
圏
域
北
部
障
害

者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
る

ぷ
」、
指
定
相
談
支
援
事
業
所
、

福
祉
事
業
者
、
学
校
、
医
療
機

関
、
市
職
員
等
が
連
携
し
、
必

要
に
応
じ
個
別
の
支
援
計
画
を

作
成
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
を
し
て
い
く
。

就
労
先
に
つ
い
て
、
ま

た
指
導
者
等
へ
の
研
修

は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
小
規

模
通
所
授
産
施
設
に
27

名
、
共
同
作
業
所
に
38
名
、
就

労
セ
ン
タ
ー
50
名
等
で
あ
る
。

今
後
徐
々
に
増
や
し
て
い
き
た

い
。
障
害
者
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
よ
り
良
い
指
導
が
で
き

る
よ
う
、
３
月
に
２
名
が
研
修

に
参
加
、
19
年
度
も
５
日
間
の

研
修
を
受
け
る
予
定
で
あ
る
。

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
入
浴
補
助
を
考
え

な
い
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
19
年

度
利
用
が
無
料
に
な
る
よ

う
、
予
算
計
上
し
た
。

作
業
所
や
保
護
者
の
作

品
の
販
売
に
つ
い
て
伺

う
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
菓
子

類
、
コ
ー
ヒ
ー
等
の
庁
舎

内
で
の
ワ
ゴ
ン
販
売
、
手
作
り

石
鹸
、
自
主
制
作
の
作
品
な
ど
、

市
の
施
設
の
中
で
常
時
販
売
に

向
け
て
研
究
を
し
て
い
く
。

障
が
い
児
・
者
、
家
族

の
交
流
、
情
報
交
換
の
場

と
し
て
、
総
合
支
所
の
空
室
利

用
は
で
き
な
い
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
効
率

利
用
で
き
な
い
か
、
今
後

研
究
し
て
い
き
た
い
。

市
内
在
住
外
国
人
の
支
援
策

災
害
時
、
緊
急
時
の
対

応
は
。

（
総
務
部
長
）
地
域
福
祉

計
画
の
中
で
災
害
時
要
援

護
者
の
位
置
づ
け
で
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
つ
つ

所
在
、
状
況
把
握
に
努
め
た
い
。

外
国
語
版
の
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
作
成
を
検
討
し
て
い

く
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
の
取
り
組
み
は

平
　
林
　
徳
　
子

議
員

住
民
と
の
協
働
に
つ
い
て

「
広
報
あ
づ
み
の
」
の

配
布
に
つ
い
て
、
新
聞
折

り
込
み
に
な
る
と
聞
い
た
。
住

民
と
の
協
働
を
テ
ー
マ
に
合
併

し
た
、
地
域
自
治
組
織
を
使
わ

ず
、
な
ぜ
新
聞
折
り
込
み
に
し

た
の
か
。
一
方
回
覧
板
は
自
治

組
織
を
通
じ
て
配
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
整
合
性
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

（
企
画
財
政
部
長
）
区

へ
の
未
加
入
者
が
約
20
％

い
る
。
広
報
に
つ
い
て
は
、
市

民
に
確
実
か
つ
迅
速
に
遅
配
な

く
届
け
る
こ
と
が
、
行
政
の
責

務
と
し
て
、
こ
の
扱
い
を
選
択

し
た
も
の
。
区
長
会
連
絡
会
の

中
で
様
々
な
論
議
を
し
、
理
解

を
得
た
と
判
断
し
て
い
る
。

（
総
務
部
長
）
回
覧
板

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
情

報
源
で
あ
る
、
住
民
と
協
力
し

合
い
地
域
を
支
え
て
い
く
観
点

で
、
こ
れ
か
ら
も
残
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

あ
ら
た
に
で
き
た
地
域

づ
く
り
支
援
事
業
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

（
企
画
財
政
部
長
）
各

地
域
に
は
歴
史
・
文
化
・

伝
統
・
そ
の
地
域
の
今
ま
で
の

活
動
が
あ
る
。
そ
の
活
動
の
熱

意
と
持
続
性
等
が
判
断
基
準
と

な
る
。
２
分
の
１
の
補
助
金
で

１
件
最
高
限
度
額
10
万
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

地
下
水
の
涵
養
に
つ
い
て

安
曇
野
市
水
資
源
対
策

協
議
会
の
活
動
で
井
戸
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
と
聞

い
た
が
、
そ
の
結
果
は
。
地
下

水
の
く
み
上
げ
の
量
に
つ
い
て

は
つ
か
め
て
い
る
の
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
井

戸
に
つ
い
て
は
、
平
成
16

〜
17
年
に
か
け
、
地
下
水
調
査

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
本
に

540
カ
所
の
実
態
調
査
を
実
施

し
て
お
り
、
他
に
下
水
道
で
確

認
が
240
カ
所
他
の
資
料
か
ら

200
カ
所
を
含
め
約
１，
０
０
０

カ
所
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
平
成

２
年
調
査
で
旧
南
安
曇
郡
の
エ

リ
ア
で
農
業
・
工
業
・
上
水
道

の
地
下
水
揚
水
量
の
日
量
８
万

７
千
５
百
ト
ン
と
い
う
数
字
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

安
曇
野
の
地
下
水
は
市

民
の
共
有
の
財
産
で
あ

る
。
今
の
水
位
を
保
ち
次
の
世

代
に
残
す
た
め
に
は
、
く
み
上

げ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
涵
養

が
必
要
だ
。
方
法
は
様
々
あ
る

が
一
つ
と
し
て
雨
水
浸
透
枡
の

設
置
で
あ
る
。
市
の
施
設
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
一
般
住
宅
・
工

場
・
営
業
所
等
に
雨
水
浸
透
枡

ま
た
は
、
浸
透
池
を
建
設
の
際

に
義
務
づ
け
る
と
か
、
補
助
金

を
出
す
等
出
来
な
い
も
の
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
地

下
水
の
実
態
調
査
を
進
め

な
が
ら
、
水
資
源
対
策
会
議
の

強
化
、
そ
し
て
企
業
と
か
土
地

改
良
区
の
皆
様
か
ら
加
わ
っ
て

い
た
だ
き
、
具
体
的
な
涵
養
方

法
は
ど
う
有
る
べ
き
か
、
雨
水

浸
透
枡
の
設
置
の
義
務
付
け

等
、
具
体
的
検
討
は
こ
れ
か
ら

し
て
い
く
。

環
境
基
本
計
画
の
策
定

中
と
聞
く
が
、
地
下
水
の

保
全
に
つ
い
て
ど
の
程
度
入
れ

て
い
く
の
か
聞
き
た
い
。

（
市
民
環
境
部
長
）
環

境
基
本
計
画
策
定
委
員
会

の
検
討
状
況
は
５
つ
の
項
目
で

課
題
を
検
討
し
て
い
る
。
地
下

水
に
つ
い
て
は
資
源
・
リ
サ
イ

ク
ル
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
科
会

が
中
心
に
検
討
し
て
い
る
。
10

月
を
め
ど
に
最
終
案
を
示
す
事

が
で
き
る
よ
う
鋭
意
取
り
組
ん

で
い
る
。

�
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「
広
報
あ
づ
み
の
」
配
布
に
つ
い
て

等
々
力
　
　
　
等

議
員

わさびの花
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穂
高
・
豊
科
・
三
郷
地

域
に
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

の
建
設
計
画
が
あ
る
が
、
教
育
、

文
化
の
向
上
と
い
う
観
点
で
位

置
づ
け
、
場
所
、
財
政
計
画
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

（
市
長
）
合
併
前
の
協
議

の
段
階
か
ら
の
約
束
と
し

て
有
効
に
活
用
で
き
、
財
政
上

過
大
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う

に
見
直
し
を
は
か
っ
て
き
た
。

（
教
育
次
長
）
三
地
域
か

ら
の
引
き
継
ぎ
で
あ
り
、

地
域
を
拠
点
と
し
た
生
涯
活
動

と
し
て
、
図
書
館
と
学
習
施
設

の
併
設
を
す
る
の
も
の
で
あ

る
。

中
央
図
書
館
は
、
資
料

的
な
も
の
で
な
く
、
学
術

書
、
専
門
書
な
ど
を
揃
え
て
、

学
習
や
研
究
な
ど
に
間
に
合
う

施
設
と
す
る
べ
き
だ
。
ホ
ー
ル

を
併
設
す
る
と
い
う
が
、
100
〜

200
席
程
度
の
も
の
で
は
利
用
価

値
が
あ
る
の
か
疑
問
だ
。

（
教
育
次
長
）
ホ
ー
ル
は

講
座
、
映
画
会
、
学
習
室

と
し
て
使
い
、
地
域
公
民
館
を

補
充
す
る
部
分
で
も
あ
る
。
住

民
要
望
を
満
た
す
事
業
で
も
あ

る
。

路
線
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
の

組
み
合
わ
せ
で

住
民
の
足
を
確
保

新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

事
業
１
億
４
５
０
０
万
円

で
、
全
市
を
デ
マ
ン
ド
交
通
の

体
系
に
す
る
計
画
と
聞
く
。
安

曇
野
中
を
結
ぶ
低
料
金
の
路
線

バ
ス
と
の
組
み
合
わ
せ
で
利
便

性
や
快
適
性
を
考
え
る
べ
き

だ
。
デ
マ
ン
ド
交
通
だ
け
で
は

タ
ク
シ
ー
業
界
や
労
働
者
の
仕

事
を
奪
う
可
能
性
も
あ
る
が
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
路
線

バ
ス
は
か
つ
て
15
路
線
以

上
運
行
さ
れ
て
い
た
が
、
利
用

率
が
低
く
ほ
と
ん
ど
が
廃
止
と

な
っ
た
。
実
際
に
利
用
で
き
、

継
続
性
の
あ
る
シ
ス
テ
ム
と
し

て
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

を
試
行
運
行
す
る
こ
と
に
し

た
。
タ
ク
シ
ー
業
界
と
の
相
談

も
し
、
快
諾
を
も
ら
っ
た
。

市
・
事
業
者
・
利
用
者
の
メ
リ

ッ
ト
が
表
れ
る
よ
う
に
す
す
め

た
い
。

烏
は
な
ぜ
明
科
を
塒

ね
ぐ
ら

に

糞
害
・
撃
退
の
対
策
を

夏
か
ら
春
先
に
か
け
て

明
科
地
域
は
烏
の
塒

ね
ぐ
ら

に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
毎
日

１
千
〜
２
千
羽
が
明
科
に
集
中

し
、
糞
に
よ
る
害
が
年
々
ひ
ど

く
な
っ
て
い
る
。
烏
の
脳
下
指

数
は
0.16
で
学
習
能
力
が
高
い
。

撃
退
方
法
も
繰
り
返
し
同
じ
も

の
で
は
効
果
が
あ
が
っ
て
い
な

い
。
支
所
や
中
部
電
力
の
取
り

組
み
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

（
市
民
環
境
部
長
）
ラ
イ

ン
オ
フ
バ
ー
ド
（
黒
い
缶

に
ナ
イ
ロ
ン
線
を
と
り
つ
け
た

も
の
や
ト
ゲ
の
あ
る
ポ
リ
缶
）、

ト
リ
ペ
ラ
（
風
の
力
で
ま
わ
る

プ
ロ
ペ
ラ
）
な
ど
設
置
し
た
。

一
時
的
に
は
効
果
が
あ
っ
た

が
、
烏
の
学
習
能
力
が
高
く
す

ぐ
慣
れ
て
し
ま
い
苦
慮
し
て
い

る
。
糞
害
に
つ
い
て
は
、
公
共

施
設
の
清
掃
を
週
３
回
、
市
で

行
っ
て
い
る
。
明
科
中
学
校
の

生
徒
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

周
辺
住
民
の
清
掃
に
は
感
謝
す

る
。

暗
闇
を
好
む
烏
だ
け

に
、
光
に
よ
る
撃
退
方
法

や
、
繁
殖
期
に
入
る
３
月
〜
６

月
の
子
育
て
時
期
に
ど
れ
だ
け

個
体
数
を
減
ら
せ
る
の
か
も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

（
市
民
環
境
部
長
）
有
害

鳥
駆
除
で
個
体
数
を
減
ら

す
に
は
、
長
野
県
に
要
請
し
、

県
の
許
可
を
と
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
微
々
た
る
許
可
で
は

有
効
と
は
い
え
な
い
の
で
、
法

的
に
で
き
る
か
ど
う
か
産
業
観

光
部
と
も
調
整
し
す
す
め
た

い
。

市
民
要
望
の
実
現
に
む
け
た
施
策
の
構
築

下
　
里
　
喜
代
一

議
員
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健
全
財
政
運
営
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
今
後
の
基

本
的
な
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

（
企
画
財
政
部
長
）
19
年

度
の
重
点
課
題
と
し
て
、

財
政
見
通
し
の
見
直
し
を
行
う

事
と
し
て
お
り
、
17
年
度
決
算
、

18
年
度
決
算
を
分
析
す
る
中
で

実
施
計
画
や
、
そ
の
他
、
今
後

の
計
画
を
さ
れ
て
い
る
事
業
と

財
源
の
整
合
を
含
め
な
が
ら
、

こ
の
見
直
し
を
進
め
た
い
。
基

本
的
な
財
政
運
営
の
大
き
な
流

れ
と
し
て
、
一
時
的
、
ま
た
、

集
中
的
に
大
き
な
事
業
を
行
う

こ
と
は
、
将
来
の
財
政
負
担
を

必
ず
引
き
起
こ
す
と
言
う
事
に

な
り
か
ね
な
い
。
優
先
順
位
を

見
極
め
、
平
準
化
し
て
行
う
と

い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て

い
る
。
そ
う
す
る
事
に
よ
っ
て

健
全
財
政
を
堅
持
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
認
識
し
て
い
る
。

安
曇
野
赤
十
字
病
院
へ

の
支
援
の
あ
る
べ
き
姿
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

（
企
画
財
政
部
長
）
県
の

医
療
行
政
と
い
う
視
点
か

ら
、
地
域
医
療
体
制
の
整
備
に

お
い
て
も
、
積
極
的
に
取
り
組

む
よ
う
要
請
を
し
て
い
き
た

い
。
資
金
計
画
の
中
に
は
周
辺

市
町
村
か
ら
の
支
援
も
含
ま
れ

て
い
る
。
建
設
支
援
で
あ
る
。

第
三
セ
ク
タ
ー
の
施
設

と
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い

て
ど
の
様
に
し
て
い
く
の
か
。

民
間
の
施
設
と
の
住
み
分
け
が

必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
地
域

の
活
性
化
の
為
の
拠
点
施

設
と
い
う
役
割
、
地
域
に
お
い

て
重
要
な
役
割
も
果
た
し
て
い

る
。
今
後
の
中
で
、
民
間
の
施

設
と
お
互
い
の
役
割
を
尊
重
し

合
い
な
が
ら
、
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進

室
の
取
り
組
み
方
に
つ
い

て
。

（
産
業
観
光
部
長
）
産
業

観
光
振
興
施
策
の
企
画
立

案
を
主
に
や
っ
て
い
き
た
い
。

安
曇
野
を
全
国
に
発
信
し
、
地

域
力
の
創
成
や
観
光
、
地
域
振

興
に
つ
な
が
る
地
域
全
体
の
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。

観
光
行
政
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
最
も
住
み
や
す

い
ま
ち
こ
そ
、
す
ぐ
れ
た
観
光

地
だ
と
思
う
が
。

（
産
業
観
光
部
長
）
だ
れ

も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
観

光
、
住
民
と
旅
人
と
が
お
互
い

に
交
流
し
合
い
、
観
光
、
自
然
、

社
会
環
境
と
共
生
す
る
観
光
振

興
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

し
ゃ
く
な
げ
荘
の
改
築

計
画
の
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
も
検

討
さ
れ
て
き
た
が
ど
う
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
施
設

の
規
模
と
か
、
整
備
手
法

等
研
究
し
な
が
ら
、
実
施
方
針

を
定
め
て
作
業
を
進
め
て
い

く
。都

市
計
画
に
つ
い
て

都
市
計
画
の
現
状
で
の

取
り
組
み
と
今
後
に
つ
い

て
。

（
都
市
建
設
部
長
）
二
つ

の
組
織
を
立
ち
上
げ
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。
来
年
度
は
、

講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の

企
画
も
し
て
い
き
た
い
。

農
政
改
革
に
つ
い
て

今
後
、
荒
廃
農
地
を
無

く
し
て
い
く
た
め
に
、
お

米
を
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
燃
料

と
す
る
よ
う
な
考
え
は
な
い

か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
国
内

に
お
い
て
も
、
２
０
１
０

年
ま
で
に
、
50
万
キ
ロ
リ
ッ
ト

ル
を
導
入
す
る
と
い
う
、
政
府

の
話
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

安
曇
野
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

吉
　
田
　
満
　
男

議
員
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団
員
確
保
が
全
国
的
に

み
て
も
非
常
に
厳
し
い

中
、
県
独
自
の
施
策
と
し
て
協

力
企
業
減
税
条
例
が
打
ち
出
さ

れ
た
が
、
安
曇
野
市
に
お
い
て

は
対
象
企
業
は
き
わ
め
て
少
な

い
も
の
と
予
想
を
さ
れ
る
。
県

条
例
に
対
し
市
と
し
て
の
補
完

の
考
え
が
あ
る
の
か
を
聞
く
。

ま
た
、
消
防
庁
が
進
め
て
い
る

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

に
対
し
て
の
市
の
取
り
組
み

は
。

（
総
務
部
長
）
全
国
初

の
試
み
と
し
て
従
業
者
に

消
防
団
員
２
名
以
上
い
る
、
資

本
金
１
千
万
円
以
下
の
中
小
企

業
や
個
人
事
業
主
が
支
払
う
法

人
個
人
事
業
税
の
半
額
を
10
万

円
を
限
度
に
減
税
す
る
優
遇
措

置
を
、
今
県
会
で
条
例
可
決
さ

れ
た
。
市
と
し
て
消
防
団
員
の

勤
め
て
い
る
中
小
企
業
や
個
人

事
業
主
に
対
し
て
の
優
遇
措
置

に
つ
い
て
、
何
が
い
っ
た
い
可

能
な
の
か
、
ま
た
、
で
き
る
の

か
、そ
の
辺
を
含
め
て
研
究
し
、

国
・
県
の
指
導
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
い
く
。
消
防
庁
が

示
し
た
消
防
団
協
力
事
業
所
表

示
制
度
は
、
消
防
団
員
と
な
っ

た
従
業
員
が
消
防
団
活
動
を
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
が
で
き
た

場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
所

に
対
し
国
の
証
と
し
て
表
示
証

を
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。
実

施
要
綱
で
の
認
定
基
準
を
少
な

く
と
も
市
独
自
で
な
く
、
松
本

広
域
だ
け
で
も
統
一
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
今
後
、
地
方
事

務
所
を
窓
口
と
し
て
調
整
を
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

市
の
団
員
確
保
の
現
状
は

国
の
危
機
管
理
局
の
報

告
に
よ
る
と
、
10
年
間
で

消
防
団
員
が
５
千
500
人
減
少

し
て
い
る
と
の
発
表
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
安
曇
野
市
も
同
傾
向

に
あ
る
も
の
と
推
測
す
る
。
19

年
度
当
初
予
算
に
113
人
分
の

退
団
者
退
職
報
奨
金
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
113
人
の
団
員
の

補
充
が
で
き
て
い
る
の
か
現
状

を
聞
き
た
い
。

（
総
務
部
長
）
消
防
の

常
備
化
の
進
展
、
少
子
高

齢
化
の
到
来
や
産
業
就
業
構
造

の
変
化
に
伴
な
っ
て
全
国
的
に

見
て
も
消
防
団
員
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。
当
市
の
消
防
団
に
つ

い
て
は
、
条
例
定
数
１
千
96
人

に
対
し
、
実
員
１
千
47
人
と
、

49
人
達
し
て
お
ら
ず
、
新
た
な

団
員
確
保
に
非
常
に
苦
慮
し
て

い
る
。

市
と
し
て
団
員
の
処
遇
、
施

設
、
車
両
の
更
新
等
を
図
り
、

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る

こ
と
に
よ
り
、
新
入
団
員
の
確

保
・
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

（
市
長
）
消
防
団
の
存

在
意
義
は
、
火
災
の
み
な

ら
ず
地
震
災
害
、
あ
る
い
は
自

然
災
害
等
、
非
常
時
を
考
え
た

場
合
、
今
後
ま
す
ま
す
そ
の
意

義
は
大
き
く
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
。
そ
の
辺
を
し
っ
か
り
意
識

し
な
が
ら
支
援
を
し
て
い
く
。

ま
た
、
団
員
確
保
に
対
し
、
団

員
の
皆
様
、
幹
部
の
皆
様
が
、

こ
こ
は
ぜ
ひ
市
長
と
の
声
が
あ

れ
ば
、
い
つ
で
も
お
手
伝
い
を

す
る
気
持
で
あ
る
。

自
主
防
災
組
織
は

安
曇
野
市
の
組
織
数
を

見
る
と
豊
科
が
全
区
、
穂

高
・
明
科
は
７
割
組
織
化
が
進

ん
で
い
る
。
三
郷
・
堀
金
の
遅

れ
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

（
総
務
部
長
）
83
行
政

区
中
46
地
区
に
お
い
て
組

織
化
さ
れ
て
い
る
。
災
害
時
に

身
近
な
地
域
社
会
で
結
束
し
て

災
害
に
対
処
す
る
事
が
極
め
て

大
切
で
あ
る
。
未
組
織
の
地
域

に
は
必
要
性
を
説
き
積
極
的
に

進
め
て
行
く
。
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県
の
消
防
団
協
力
企
業
減
税
の
補
完
は

浅
　
川
　
保
　
門

議
員

国
に
は
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
、
県
に
は

「
食
と
農
村
振
興
の
県
民
条
例
」

が
あ
る
。
田
園
都
市
実
現
に
向

け
市
農
業
振
興
条
例
等
の
制
定

の
考
え
は
。「
農
地
・
水
環
境

向
上
対
策
等
」
国
農
政
の
積
極

的
な
活
用
を
。

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
燃
料
は

世
界
・
国
で
は
拡
大
の
動
き
に

あ
る
。
わ
が
市
の
考
え
は
。
農

業
振
興
や
国
農
政
の
推
進
に

は
、
農
協
や
営
農
支
援
セ
ン
タ

ー
と
の
連
携
協
働
が
大
切
で
あ

る
。
活
動
支
援
の
充
実
を
。

（
産
業
観
光
部
長
）
農

業
振
興
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
は
、
県
の
審
議
会
の
動
向

を
注
視
し
今
後
検
討
し
て
い

く
。「
農
地
・
水
環
境
保
全
向

上
対
策
」
に
つ
い
て
は
県
と
協

力
し
て
、
各
地
区
で
説
明
会
を

開
催
し
て
き
た
。
現
在
23
区
約

700
ha
の
希
望
が
出
て
い
る
、
積

極
的
に
支
援
し
て
い
く
。
バ
イ

オ
エ
タ
ノ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

地
域
単
独
で
は
厳
し
い
。
取
り

組
み
で
き
る
か
、
木
質
バ
イ
オ

も
考
慮
し
今
後
研
究
し
て
い

く
。
市
営
農
セ
ン
タ
ー
を
昨
年

設
立
し
た
、
地
域
支
援
セ
ン
タ

ー
も
残
し
て
あ
る
。
農
協
と
共

に
一
体
と
な
っ
て
農
業
経
営
の

育
成
と
農
村
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

食
育
と
米
文
化
（
伝
統
食
）

の
推
進
に
よ
る

食
料
自
給
率
の
向
上

米
消
費
拡
大
に
よ
る
自

給
率
の
向
上
。
地
産
地
消

推
進
手
法
に
学
校
給
食
の
オ
ー

ル
電
化
・
米
ど
こ
ろ
の
土
産
品

に
純
米
酒
・
米
焼
酎
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
。
市
食
育
推
進
計
画
の

早
期
策
定
と
自
給
率
向
上
は
。

戦
後
の
食
育
の
反
省
と
、
対

応
・
肉
食
文
化
に
偏
ら
な
い
、

米
食
へ
の
回
帰
に
よ
る
米
消
費

拡
大
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
地

産
・
地
消
を
進
め
る
こ
と

が
自
給
率
を
上
げ
る
の
に
結
び

つ
く
。
19
年
１
月
に
市
地
産
地

消
推
進
計
画
を
策
定
し
た
。
食

文
化
の
継
承
・
健
康
的
な
食
文

化
を
普
及
し
地
域
の
活
性
化
を

進
め
て
い
る
。
焼
酎
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
つ
い
て
は
、
酒
屋
の
皆

さ
ん
と
話
し
て
み
た
い
。

（
教
育
次
長
）
パ
ン
と

米
飯
の
比
率
は
２
対
３
程

度
と
し
、
中
間
に
麺
類
を
入
れ

た
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ま
せ
た
献

立
て
と
し
て
い
る
。
趣
旨
は
わ

か
る
が
、
米
飯
だ
け
と
は
い
え

な
い
。（

健
康
福
祉
部
長
）
現

在
飽
食
の
時
代
を
向
か
え

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
・
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病

が
増
加
し
て
い
る
。
策
定
中
の

健
康
づ
く
り
計
画
に
基
づ
き
、

幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
取
り
組

み
、
食
育
推
進
計
画
は
19
年
度

中
に
市
の
特
性
を
生
か
し
作
成

し
た
い
。

安
曇
野
の
水
資
源
の

効
果
的
な
活
用
を

土
地
改
良
区
の
合
併
等

合
理
化
し
、
施
工
経
費
・

管
理
経
費
を
削
減
し
、
地
域
連

体
感
を
深
め
利
水
の
効
果
活
用

を
図
ら
れ
た
い
。
川
に
は
水
が

流
れ
、
魚
が
泳
ぎ
、
水
鳥
が
遊

ぶ
、
美
し
い
通
年
通
水
を
。
冬

水
田
ん
ぼ
に
よ
り
生
物
の
多
様

性
の
農
業
を
。

（
産
業
観
光
部
長
）
土

地
改
良
区
は
、
長
い
歴
史

背
景
が
課
題
を
抱
え
て
い
る
の

で
、
合
併
推
進
し
て
い
る
が
難

し
い
。
用
水
管
理
は
農
地
・
水

環
境
事
業
等
を
積
極
的
に
支
援

し
、
田
園
の
美
し
さ
を
残
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。
冬
水
田
ん

ぼ
は
、
研
究
検
討
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

（
市
長
）
土
地
改
良
区

の
合
併
等
に
つ
い
て
は
、

機
会
あ
る
た
び
に
話
し
て
き

た
。肝
心
の
当
事
者
の
皆
様
が
、

必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ
か

な
い
こ
と
に
は
難
し
い
。

�

�

�

��

��

��

田
園
都
市
建
設
・
農
業
振
興
に
「
農
地
・
水
環
境
保
全
向
上
対
策
」
の
積
極
的
な
活
用
を

山
　
田
　
高
　
久

議
員
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都
市
計
画
に
つ
い
て

穂
高
駅
西
の
区
画
整
理

の
、
今
の
状
況
は
。
道
路

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
環
境
は
ど
う

な
の
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
現

在
、
県
と
事
業
認
可
取
得

の
た
め
の
詰
め
の
協
議
に
入
っ

て
い
る
。
本
年
６
月
こ
ろ
認
可

を
予
定
し
て
い
る
。

認
可
が
下
り
次
第
、
区
画
整

理
組
合
を
設
立
し
、
仮
換
地
を

策
定
し
て
早
期
に
同
意
を
得
て

工
事
に
着
手
し
、
19
年
度
末
ま

で
に
完
成
し
た
い
。
道
路
は
主

要
幹
線
に
つ
い
て
は
、
６
ｍ
プ

ラ
ス
歩
道
が
メ
イ
ン
で
、
支
線

等
も
基
本
は
６
ｍ
で
考
え
て
い

る
。

豊
科
吉
野
区
画
整
理
が

中
断
し
た
が
、
市
道
豊
科

１
級
26
号
線
の
今
後
は
。

（
都
市
建
設
部
長
）
市

街
化
区
域
に
編
入
し
た
部

分
は
県
と
協
議
中
で
あ
る
。
市

道
豊
科
１
級
26
号
線
は
、
国
道

147
バ
イ
パ
ス
と
主
要
地
方
道

の
豊
科
イ
ン
タ
ー
堀
金
線
を
結

ぶ
主
要
幹
線
で
、
計
画
延
長

950
ｍ
、
幅
員
は
両
側
歩
道
2.5
ｍ

で
、
全
体
で
12
ｍ
。
平
成
15
年

度
か
ら
補
助
事
業
で
着
手
し
て

い
る
。
区
画
整
理
事
業
を
断
念

し
た
地
域
に
つ
い
て
も
事
業
執

行
に
理
解
を
求
め
て
い
き
た

い
。

区
画
整
理
が
外
れ
た
事

に
よ
り
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

遅
れ
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

（
都
市
建
設
部
長
）
イ

ン
フ
ラ
整
備
と
い
う
点
か

ら
い
け
ば
、
１
級
26
号
線
の
整

備
に
力
を
入
れ
て
、
地
元
の
皆

さ
ん
と
十
分
協
議
を
し
な
が
ら

考
え
て
い
く
。

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト

に
つ
い
て

国
道
19
号
線
と
桜
坂
に

あ
る
鉄
道
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
と
国
道
入
口
の
改
良
に

つ
い
て
。

（
都
市
建
設
部
長
）
国

道
と
の
交
差
部
分
は
、
現

地
を
十
分
に
踏
査
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。
歩
行
者
の

対
策
は
、
車
道
と
は
別
の
ボ
ッ

ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
設
置
も
視
野

に
い
れ
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。児

童
館
建
設
に
つ
い
て

上
川
手
児
童
館
の
建
設

は
実
施
計
画
で
は
20
年
の

建
設
に
な
っ
て
い
る
が
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
市

の
計
画
は
１
小
学
校
区
に

１
児
童
館
を
目
標
に
整
備
を
進

め
て
い
る
。
現
在
、
市
の
小
学

校
区
で
未
整
備
は
、
三
郷
、
堀

金
、
豊
科
東
小
学
校
の
校
区
で

あ
る
。
ま
ず
は
三
郷
の
児
童
館

と
次
に
堀
金
の
児
童
館
、
豊
科

東
小
学
校
区
と
い
う
順
番
で
や

っ
て
い
く
。
東
小
児
童
館
建
設

は
22
年
以
降
の
予
定
。

保
育
園
入
園

条
件
に
つ
い
て

保
育
園
入
園
の
条
件

は
、
保
護
者
が
働
い
て
い

た
り
、
病
気
な
ど
の
た
め
家
庭

に
お
い
て
保
育
に
欠
け
る
児
童

が
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
育
児

休
業
、
老
人
夫
婦
の
場
合
に
子

ど
も
を
み
ら
れ
な
い
人
が
い
る

こ
と
も
考
え
て
、
条
件
の
緩
和

を
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
保

護
者
が
会
社
勤
め
の
場

合
、
内
職
や
自
営
の
手
伝
い
な

ど
の
家
庭
内
労
働
に
従
事
の
場

合
、
入
院
・
病
気
治
療
の
た
め

子
ど
も
の
保
育
が
で
き
な
い
。

病
院
や
自
宅
で
の
病
人
の
看
護

や
付
き
添
い
の
た
め
。
地
震
災

害
と
そ
の
復
旧
に
当
た
る
場

合
。
そ
の
ほ
か
に
出
産
月
を
除

い
た
産
前
３
カ
月
、
産
後
６
カ

月
の
間
な
ど
の
状
態
に
あ
る
こ

と
が
条
件
と
な
る
。

保
育
に
欠
け
て
い
な
い
児
童

に
つ
い
て
は
、
希
望
の
保
育
園

が
入
所
可
能
な
状
態
で
あ
る
場

合
、
私
的
契
約
児
童
保
育
事
業

な
ど
が
あ
る
。

市
の
総
合
計
画
に
つ
い
て

草
　
深
　
　
　
温

議
員

�� ��

������

��

指
定
管
理
者
制
度
の

リ
ス
ク
想
定
と
対
応
は

昨
年
９
月
に
本
格
導
入

し
た
指
定
管
理
者
制
度
の

現
状
と
、
今
後
に
つ
い
て
の
考

え
は
。（

総
務
部
長
）
指
定
管

理
者
制
度
に
移
行
し
た
70

施
設
に
つ
い
て
は
比
較
的
順
調

な
ス
タ
ー
ト
が
き
れ
た
。
市
民

活
動
の
促
進
や
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
す
る
。
行
政
内
部

の
効
果
と
し
て
は
、
労
力
の
軽

減
と
効
率
的
な
管
理
監
督
が
で

き
る
等
が
あ
る
。
今
後
、
指
定

管
理
者
と
し
て
民
間
企
業
等
と

地
域
の
団
体
と
ど
ち
ら
が
望
ま

し
い
か
検
討
し
て
い
く
。

指
定
管
理
者
の
不
測
の

事
態
が
発
生
し
た
場
合
な

ど
の
リ
ス
ク
の
想
定
と
、
そ
の

対
応
策
は
。

（
総
務
部
長
）
協
定
書

で
リ
ス
ク
分
担
を
定
め
て

い
る
。
募
集
要
綱
に
も
市
に
対

す
る
賠
償
を
定
め
て
い
る
。
指

定
取
り
消
し
の
場
合
、
市
が
一

時
的
に
直
営
で
管
理
で
き
る
よ

う
条
例
を
改
正
し
た
。

民
間
の
事
業
者
に
つ
い

て
は
、
連
帯
保
証
人
等
の

設
定
を
さ
れ
て
い
る
か
。

（
総
務
部
長
）
保
障
を

取
り
付
け
る
こ
と
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

第
三
セ
ク
タ
ー
の
対
応
は

全
国
的
に
行
き
詰
ま
る

事
例
が
多
い
中
で
、
市
が

50
％
以
上
出
資
し
て
い
る
団
体

が
11
団
体
あ
る
。
総
務
省
か
ら

「
第
三
セ
ク
タ
ー
に
関
す
る
指

針
の
改
定
に
つ
い
て
」
の
通
知

が
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
、
出
資
法
人
あ
り
方
検
討

委
員
会
を
含
め
、
第
三
セ
ク
タ

ー
の
対
応
は
。
今
後
の
方
向
と

日
程
は
。

（
総
務
部
長
）
総
務
省

通
知
に
は
、
監
査
体
制
の

強
化
、点
検
評
価
の
充
実
強
化
、

情
報
公
開
、
完
全
民
営
化
を
含

め
た
既
存
団
体
の
積
極
的
な
見

直
し
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
総
務
省
か
ら

「
行
政
改
革
推
進
の
た
め
の
新

た
な
指
針
の
作
成
」
の
通
知
が

あ
り
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の

中
に
第
三
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し

も
あ
る
。
改
革
プ
ラ
ン
の
具
体

的
施
策
の
中
で
検
討
を
進
め
て

い
く
。

出
資
法
人
あ
り
方
検
討

委
員
会
の
構
成
と
日
程

は
。

（
総
務
部
長
）
日
程
、

構
成
に
つ
い
て
は
新
年
度

に
な
っ
て
か
ら
詰
め
て
い
く
。

安
曇
野
赤
十
字
病
院
の

改
築
事
業
に
つ
い
て

昨
年
９
月
の
定
例
会
の

一
般
質
問
で
安
曇
野
赤
十

字
病
院
の
健
全
経
営
を
求
め
て

き
た
。
１
年
後
に
建
設
が
ス
タ

ー
ト
予
定
で
あ
る
が
、
一
向
に

改
善
の
状
況
に
無
い
。
市
長
の

考
え
は
。

（
市
長
）
経
営
に
関
し

て
市
は
立
ち
入
ら
な
い
。

将
来
の
運
営
に
対
し
支
援
は
し

な
い
。
地
域
の
中
核
的
病
院
で

あ
り
、
絶
対
に
な
く
し
て
は
い

け
な
い
。
し
た
が
っ
て
建
設
に

対
し
て
は
支
援
を
す
る
つ
も

り
。
施
設
が
新
し
く
な
る
こ
と

で
経
営
改
善
が
な
さ
れ
る
と
期

待
し
て
い
る
。

安
曇
野
赤
十
字
に
は
経

営
に
関
し
て
「
経
営
審
議

会
」、
建
設
に
関
し
て
「
建
設

委
員
会
」
が
あ
り
、
ど
ち
ら
の

会
に
も
安
曇
野
市
地
域
審
議
会

の
会
長
５
名
が
メ
ン
バ
ー
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
「
経
営
審
議

会
」
に
は
市
長
と
議
長
が
メ
ン

バ
ー
に
な
っ
て
お
り
、
経
営
に

関
す
る
重
要
な
事
項
を
審
議
す

る
た
め
の
審
議
会
な
の
で
は
な

い
か
。（

企
画
財
政
部
長
）「
経
営

審
議
会
」
は
安
曇
野
赤
十

字
病
院
の
す
べ
て
の
経
営
上
の

最
高
審
議
機
関
と
捉
え
て
い
る
。

行
財
政
改
革
推
進
は松

　
尾
　
　
　
宏

議
員
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安
曇
野
ア
ー
ト
リ
レ
ー

は
、
５
地
域
を
全
市
的
に

捉
え
る
試
み
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
遺
産
の
紹
介
や
醸
成
の
試

み
、
芸
術
的
な
新
旧
の
融
合
、

県
内
外
の
現
代
芸
術
作
家
と
の

交
流
や
文
化
発
信
へ
の
試
み

等
、
事
業
を
高
く
評
価
し
て
い

る
が
、
市
の
今
後
の
取
り
組
み

は
。

（
教
育
次
長
）
多
く
の

方
が
安
曇
野
の
持
つ
新
鮮

さ
と
魅
力
を
再
発
見
し
た
と
考

え
る
。
合
併
記
念
事
業
と
し
て

支
援
し
た
。
継
続
支
援
に
つ
い

て
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ

る
。「

安
曇
野
」の
徹
底
Ｐ
Ｒ
！

「
安
曇
野
」
と
言
う
唯

一
無
二
の
ブ
ラ
ン
ド
の
徹

底
的
な
発
信
や
「
ブ
ラ
ン
ド
認

証
制
度
」
へ
の
取
り
組
み
と
、

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
開
設
に
併

せ
「
安
曇
野
豊
科
イ
ン
タ
ー
」

へ
の
名
称
変
更
は
で
き
な
い

か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
関

係
部
署
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
、共
同
で
具
体
的
な
施
策
、

戦
略
の
策
定
を
し
て
い
く
。

「
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
」
は
当

然
必
要
な
取
り
組
み
と
な
る
の

で
、し
っ
か
り
検
討
し
て
い
く
。

（
都
市
建
設
部
長
）
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
松
本
市
と
連
携
し
て
準

備
を
進
め
て
い
る
。
名
称
変
更

に
つ
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
の
研
究
と
併
せ
て
取
り
組

む
。

安
曇
野
市
の
都
市
計
画

の
理
想
と
方
向
性
は
。

（
都
市
建
設
部
長
）
現

段
階
で
は
、
合
併
時
の
新

市
建
設
計
画
が
基
本
で
あ
る
。

安
曇
野
市
の
乱
開
発
を
防
ぎ
、

環
境
と
景
観
に
配
慮
し
た
秩
序

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

市
全
体
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

都
市
計
画
を
進
め
る
。
土
地
利

用
に
関
し
て
は
、
ル
ー
ル
の
一

本
化
が
公
平
性
の
基
本
と
考
え

る
。

田
園
都
市
構
想
を
推
進

す
る
上
で
も
、
本
庁
舎
建

設
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
選
定
へ

の
考
え
方
も
そ
ろ
そ
ろ
議
論
を

し
て
い
く
必
要
を
感
じ
る
が
。

（
総
務
部
長
）
今
年
一

年
か
け
て
具
体
的
に
組

織
・
機
構
を
中
心
に
検
討
を
進

め
る
。
そ
の
規
模
が
一
定
程
度

示
せ
る
段
階
ま
で
い
か
な
い

と
、
土
地
の
問
題
ま
で
進
め
ら

れ
な
い
。本

庁
舎
建
設
は
、
総
合

計
画
に
盛
ら
れ
る
の
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
各

部
・
課
か
ら
の
事
業
計
画

が
明
確
に
な
っ
た
段
階
で
初
め

て
総
合
計
画
の
中
の
実
施
計
画

に
具
現
化
さ
れ
る
た
め
、
そ
の

時
点
ま
で
お
答
え
が
で
き
な

い
。

田
園
都
市
全
体
が
公
園

と
な
る
よ
う
な
、
公
園
都

市
構
想
を
計
画
に
盛
り
込
め
な

い
か
。（

都
市
建
設
部
長
）
土

地
利
用
や
景
観
形
成
の
検

討
の
中
で
構
想
を
生
か
し
た

い
。優

良
田
園
住
宅
の
導
入
を

田
園
風
景
に
調
和
し
難

い
密
集
し
た
新
興
団
地
の

増
加
に
懸
念
を
感
じ
て
い
る
。

豊
か
な
自
然
と
田
園
的
景
観
に

調
和
す
る
「
優
良
田
園
住
宅
」

制
度
の
導
入
は
で
き
な
い
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
全

国
で
33
市
町
村
が
取
り
組

ん
で
お
り
、
県
内
で
は
ま
だ
事

例
が
な
い
。
開
発
が
進
行
す
る

中
、
優
良
な
田
園
住
宅
を
立
地

誘
導
す
る
意
味
で
、
土
地
利
用

の
検
討
を
十
分
に
生
か
し
た

い
。

田
園
地
域
と
市
街
地
と

が
各
々
特
徴
と
役
割
を
担

っ
て
調
和
す
る
、
サ
ラ
ウ
ン
ド

効
果
の
起
き
る
コ
ン
パ
ク
ト
な

田
園
都
市
づ
く
り
へ
の
考
え
方

は
。

（
都
市
建
設
部
長
）
今

後
の
土
地
利
用
の
中
で
、

開
発
で
き
る
場
所
、
自
然
環
境

を
保
全
す
る
場
所
等
を
明
確
に

区
分
し
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

田
園
都
市
全
体
の
公
園
都
市
構
想
を
！

藤
　
森
　
康
　
友

議
員
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「
記
録
的
な
暖
冬
」
を

体
験
し
、
地
球
温
暖
化
対

策
の
取
り
組
み
の
必
要
を
実
感

し
た
。
①
市
の
省
エ
ネ
推
進
の

取
り
組
み
は
。
②
市
の
施
設
・

事
業
に
お
け
る
省
エ
ネ
対
策

は
。

（
市
民
環
境
部
長
）
①

策
定
中
の
市
環
境
基
本
計

画
に
、
温
暖
化
対
策
の
取
り
組

み
を
位
置
づ
け
、
数
値
目
標
等

を
定
め
る
。
②
市
施
設
で
は
、

昼
食
時
の
消
灯
や
冷
暖
房
の
設

定
温
度
の
調
整
、
コ
ピ
ー
用
紙

の
裏
面
使
用
、
昨
夏
は
ク
ー
ル

ビ
ズ
に
も
取
り
組
ん
だ
。
太
陽

光
発
電
を
三
郷
総
合
支
所
等
の

11
カ
所
の
市
施
設
で
採
用
、
生

ご
み
の
堆
肥
化
や
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

妊
婦
無
料
健
診
の
回
数

拡
大
の
た
め
に
国
で
地
方

財
政
措
置
が
さ
れ
た
。
母
体
と

胎
児
の
健
康
確
保
、
妊
娠
・
出

産
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る

少
子
化
対
策
と
し
て
、
無
料
健

診
回
数
の
拡
大
を
要
望
す
る
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
現

在
は
２
回
の
無
料
健
診

を
、
県
の
医
師
会
に
委
託
し
実

施
し
て
い
る
。
県
下
全
市
に
お

い
て
同
様
に
実
施
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
が
、
厚
労
省
は
健
診

５
回
無
料
を
全
国
基
準
と
す
る

方
針
で
あ
り
、
19
市
で
連
携
を

図
り
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

幼
稚
園
、
保
育
園
の
子

ど
も
支
援
等
の
所
管
が
、

教
育
委
員
会
と
健
康
福
祉
部
に

分
か
れ
て
い
る
。「
認
定
こ
ど

も
園
」
な
ど
幼
保
一
元
化
の
要

望
も
あ
る
。
行
政
の
事
業
効
果

や
子
ど
も
・
親
へ
の
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
の
観
点
か
ら
、
子
ど
も

に
関
す
る
支
援
の
窓
口
・
所
管

を
一
本
化
し
た
「
子
ど
も
支
援

課
」
の
創
設
を
提
案
す
る
。

（
市
長
）
保
育
園
、
幼
稚

園
は
、
国
の
管
轄
が
異
な

っ
て
お
り
、
所
管
の
一
本
化
を

進
め
に
く
い
現
状
が
あ
る
。
今

後
は
、
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と

を
一
元
化
し
、
連
携
を
と
り
な

が
ら
実
施
で
き
る
組
織
づ
く
り

が
、
当
然
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
て
お
り
、
そ
の
方
向
で

子
育
て
支
援
を
推
進
し
た
い
。

市
の
外
郭
団
体
の
見
直
し

19
年
度
に
設
置
を
計
画

し
て
い
る
「
出
資
法
人
の

あ
り
方
検
討
会
」
に
つ
い
て
。

①
ど
の
よ
う
な
市
の
外
郭
団
体

を
、
検
討
対
象
と
す
る
の
か
。

②
検
討
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー

は
。
③
ど
の
よ
う
な
切
り
口
、

視
点
で
検
討
す
る
の
か
。

（
総
務
部
長
）
①
市
が

出
資
、
出
捐

し
ゅ
つ
え
ん

し
て
い
る

「
第
三
セ
ク
タ
ー
」
を
対
象
に

見
直
し
検
討
を
す
る
。
②
検
討

過
程
・
結
果
に
お
け
る
公
正

性
、公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

委
員
に
は
外
部
の
民
間
企
業
の

経
営
者
や
企
業
の
会
計
・
経
営

分
析
に
精
通
し
た
専
門
家
の
参

画
を
考
え
て
い
る
。
③
市
の
監

査
委
員
の
監
査
の
結
果
を
踏
ま

え
た
上
で
、
検
討
会
で
は
、
第

三
セ
ク
タ
ー
の
あ
り
方
、
市
と

の
関
わ
り
方
を
、
全
て
の
関
与

す
る
団
体
に
つ
い
て
そ
の
方
向

性
を
示
し
た
い
。

総
務
省
は
、
地
方
自
治

体
が
第
三
セ
ク
タ
ー
の
点

検
・
評
価
を
す
る
に
あ
た
り
、

公
的
関
与
の
必
要
が
な
く
な
っ

た
法
人
に
つ
い
て
は
、
民
営
化

等
の
公
的
支
援
の
見
直
し
を
、

ま
た
、
経
営
の
悪
化
が
見
ら
れ

る
法
人
は
、
抜
本
的
な
経
営
改

善
策
を
と
る
よ
う
指
針
を
示
し

て
い
る
が
、
今
回
の
検
討
は
、

こ
の
指
針
に
基
づ
き
行
う
の

か
。

（
総
務
部
長
）
そ
の
と

お
り
で
あ
る
。
検
討
会
に

よ
る
精
査
い
か
ん
に
よ
っ
て

は
、
当
然
に
改
善
策
を
と
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
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地
球
温
暖
化
対
策
の
取
組
み
に
つ
い
て

松
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第
三
セ
ク
タ
ー
㈱
三
郷

ベ
ジ
タ
ブ
ル
の
経
営
不
振

に
よ
り
、
一
般
会
計
補
正
予
算

で
は
、
農
林
雑
入
の
ト
マ
ト
栽

培
施
設
使
用
料
が
払
え
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
７，
１
３
８
万

円
が
減
額
と
な
っ
た
。
今
後
３

年
間
も
引
き
続
き
、
そ
の
使
用

料
の
支
払
い
を
猶
予
す
る
こ
と

な
ど
、
契
約
変
更
を
申
し
出
て

い
る
が
、
安
易
に
市
に
援
助
を

求
め
る
㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
の

姿
勢
は
問
題
で
あ
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
経
営
破
綻
し
な
い
と
も

限
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
経
営

状
況
に
至
っ
た
原
因
は
ど
こ
に

あ
る
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
ト

マ
ト
の
作
型
の
転
換
が
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
、
Ａ

級
品
の
収
量
が
少
な
か
っ
た
こ

と
、
燃
料
費
（
Ｌ
Ｐ
Ｇ
）
の
高

騰
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
が
上
が
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ

る
。

そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
は

初
め
か
ら
予
測
し
て
、
織

り
込
み
済
み
で
計
画
す
べ
き
こ

と
。補
助
事
業
と
い
う
こ
と
で
、

計
画
自
体
に
甘
さ
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
ど

う
答
え
た
ら
い
い
か
言
葉

に
詰
ま
る
。
原
因
を
し
っ
か
り

検
証
し
、
経
営
立
て
直
し
を
し

て
い
く
の
が
こ
れ
か
ら
の
責
任

で
は
な
い
か
と
思
う
。

市
の
収
入
と
な
る
べ
き

７
千
万
円
が
今
回
減
額
に

な
っ
た
。
今
後
も
支
払
え
る
状

況
に
な
い
と
の
こ
と
。
㈱
三
郷

ベ
ジ
タ
ブ
ル
の
代
表
取
締
役
で

あ
る
助
役
は
、
市
民
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
責
任
を
感
じ
て
い

る
の
か
。

（
助
役
）
い
い
結
果
が

出
て
い
な
い
の
で
、
甘
か

っ
た
と
い
え
ば
甘
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
、申
し
訳
な
く
思
う
。

正
常
な
経
営
状
態
に
も
っ
て
い

く
こ
と
が
、
市
民
の
皆
様
に
対

す
る
責
任
と
考
え
、
全
力
を
注

い
で
い
く
。

経
営
立
て
直
し
の
た
め

に
は
経
営
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
重
要
。
と
こ
ろ

が
、
県
の
農
業
開
発
公
社
か
ら

借
り
て
い
る
土
地
は
、
５
年
後

に
は
買
い
取
る
約
束
が
あ
る
と

か
、
そ
の
た
め
に

毎
年
４，
７
３
０

万
円
ず
つ
積
み
立

て
る
計
画
で
あ
る

な
ど
、
い
ま
だ
説

明
が
な
い
。
こ
の

積
み
立
て
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
こ
の

土
地
購
入
に
つ
い
て
見
通
し
が

あ
る
の
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
平

成
20
年
５
月
が
買
取
の
期

限
だ
が
、
積
立
金
は
な
い
の
で

資
金
の
見
込
み
が
つ
く
ま
で
借

り
入
れ
、
そ
の
間
の
利
子
は
払

う
な
ど
、
ど
う
い
う
形
で
進
め

た
ら
い
い
か
県
の
農
業
開
発
公

社
と
話
し
合
い
を
し
て
い
る
。

新
年
度
予
算
に
第
三
セ

ク
タ
ー
の
経
営
状
況
調
査

の
予
算
が
盛
ら
れ
た
。
㈱
三
郷

ベ
ジ
タ
ブ
ル
に
関
連
し
て
具
体

的
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い

く
の
か
。

（
総
務
部
長
）
ま
ず
は

市
の
監
査
委
員
が
実
施
し

て
い
る
出
資
法
人
に
対
す
る
監

査
を
行
っ
て
い
く
。
そ
れ
を
十

分
に
踏
ま
え
た
う
え
で
、
新
年

度
予
算
に
計
上
し
て
い
る
「
あ

り
か
た
検
討
委
員
会
」
の
中
に

諮
っ
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
形

で
進
め
て
い
き
た
い
。

㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

小
　
林
　
純
　
子

議
員
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あ
づ
み
の
サ
ー
キ
ッ
ト

場
な
る
も
の
の
建
設
に
至

る
経
過
に
つ
い
て
。
計
画
の
打

診
が
支
所
に
あ
っ
て
か
ら
、
こ

の
事
が
市
組
織
の
関
係
者
や
地

域
自
治
区
に
伝
わ
る
ま
で
に
約

半
年
も
要
し
て
い
る
。
市
組
織

内
の
連
携
に
何
か
問
題
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
支
所
を
含

め
各
部
署
が
サ
イ
ロ
化
し
て
い

て
横
グ
シ
の
通
り
が
悪
い
の
で

は
な
い
か
。
新
年
度
か
ら
支

所
・
本
庁
の
大
幅
な
組
織
替
と

な
る
が
、
こ
の
点
大
丈
夫
か
。

（
豊
科
支
所
長
）
許
認

可
の
申
請
の
必
要
が
な
い

と
い
う
立
場
で
対
応
し
て
き

た
。
地
域
に
発
生
し
た
困
難
な

課
題
に
住
民
の
皆
さ
ん
に
主
体

的
に
向
き
合
っ
て
い
た
だ
い

た
。
今
後
は
ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
が
円
滑
に
推
進
さ
れ
る

よ
う
支
援
し
た
い
。

（
市
長
）
こ
の
問
題
に

初
め
て
報
告
を
受
け
た
の

は
、
去
年
か
今
年
の
始
め
で
あ

っ
た
。
市
の
部
課
横
断
的
な
取

り
扱
い
が
十
分
で
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
今
後
、
関
係
す

る
と
こ
ろ
は
あ
ら
ゆ
る
広
い
視

点
で
対
応
で
き
る
こ
と
が
必
要

に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

（
総
務
部
長
）
重
要
な

案
件
に
つ
い
て
は
調
整
会

議
で
話
さ
れ
て
い
る
し
、
庁
議

で
内
容
点
検
・
調
整
を
実
施
。

今
後
も
そ
う
す
る
。

議
会
で
の
報
告
・
説
明

や
適
宜
議
員
に
対
し
て
な

さ
れ
た
説
明
に
つ
い
て
、
そ
の

整
合
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
。

先
日
、
市
営
豊
科
プ
ー
ル
の
営

業
と
隣
接
の
道
路
改
良
事
業
実

施
が
双
方
に
大
き
く
影
響
す
る

旨
の
説
明
を
受
け
た
が
、
事
実

な
の
か
。
ま
た
19
年
度
の
プ
ー

ル
営
業
を
決
定
し
た
時
期
の
認

識
が
担
当
部
で
異
な
っ
て
い
る

が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
プ

ー
ル
の
営
業
続
行
が
道
路

改
良
事
業
に
支
障
を
き
た
す
事

は
な
い
。
こ
の
改
良
事
業
の
遅

延
の
理
由
は
用
地
交
渉
や
物
件

の
移
転
補
償
の
関
係
で
あ
る
。

（
教
育
次
長
）
道
路
を

改
良
す
る
と
駐
車
場
不
足

が
発
生
す
る
が
、
他
に
確
保
の

方
法
を
考
え
れ
ば
、
営
業
そ
の

も
の
に
影
響
は
な
い
。
地
権
者

と
の
交
渉
に
関
連
し
て
、
打
ち

合
わ
せ
、
調
整
が
不
十
分
だ
っ

た
と
思
う
。

第
三
セ
ク
タ
ー
㈱
三
郷

ベ
ジ
タ
ブ
ル
の
経
営
に
関

連
し
て
。
施
設
使
用
料
の
支
払

猶
予
を
市
に
求
め
た
が
、
そ
の

及
ぼ
す
影
響
は
単
に
所
管
部

（
産
業
観
光
部
）だ
け
に
と
ど
ま

ら
な
い
。
新
年
度
は
税
制
改
正

に
よ
る
市
税
の
大
幅
な
増
額
が

見
込
ま
れ
、
市
の
徴
収
業
務
が

重
要
と
な
る
。
い
わ
ば
{
徴
収

元
年
}
と
も
い
え
る
。
特
に
滞

納
の
解
消
が
大
事
に
な
っ
て
く

る
。
国
保
税
、
上
下
水
道
料
金
、

給
食
費
、
保
育
料
や
介
護
保
険

料
等
々
。
市
の
こ
れ
ら
の
各
所

管
部
で
業
務
遂
行
に
悪
影
響
を

与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

す
る
。
産
業
観
光
部
長
に
は
、

こ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
は
市
の

指
定
管
理
者
で
あ
る
。
仮
に
こ

の
会
社
が
債
務
超
過
で
あ
れ

ば
、
当
然
指
定
を
取
り
消
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た

市
と
し
て
は
該
当
条
例
に
沿
っ

て
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

（
市
長
）
債
務
超
過
に

陥
っ
た
か
ら
直
ち
に
指
定

解
除
す
べ
き
か
個
別
対
応
す

る
。
地
方
自
治
体
が
損
害
を
被

ら
な
い
こ
と
を
前
面
に
押
し
出

し
て
い
く
。
条
例
に
従
っ
て
昨

年
来
資
料
を
分
析
し
、
厳
し
い

内
容
の
た
め
改
善
を
お
願
い
し

て
き
た
。総

合
計
画
は
「
新
市
将

来
構
想
」、「
新
市
建
設
計

画
」
か
ら
大
き
く
か
い
離
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る

が
、
ど
う
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
ま

ち
づ
く
り
計
画
は
変
更
議

決
、
総
合
計
画
は
議
決
を
要
す

る
。
す
べ
て
一
体
的
な
計
画
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

市
職
員
の
業
務
遂
行
上
の
諸
問
題

丸
　
山
　
祐
　
之

議
員

�
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㈱三郷ベジタブルのトマト栽培
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10
年
後
を
見
据
え
て
の

質
問
で
あ
る
。
国
家
が
経

済
を
操
作
し
て
い
た
時
代
か

ら
、
市
場
を
中
心
と
し
た
経
済

の
動
き
の
中
に
あ
り
、
新
し
い

タ
イ
プ
の
社
会
を
迎
え
て
い

る
。
加
え
て
、
超
高
齢
社
会
・

温
暖
化
問
題
や
環
境
問
題
が
あ

る
。
国
は
地
方
に
小
さ
な
行
政

の
も
と
に
、
地
方
行
財
政
改
革

と
民
活
に
よ
り
自
立
を
求
め
て

い
る
状
況
が
あ
る
。

基
礎
自
治
体
が
こ
の
状
況
に

対
応
す
る
基
本
的
政
策
は
、
地

域
共
同
体
（
住
民
と
行
政
に
よ

る
協
働
・
新
し
い
公
共
空
間
・

区
の
自
治
）
の
構
築
と
財
政
基

盤
の
強
化
で
あ
る
と
と
ら
え

る
。
財
政
基
盤
の
強
化
に
関
し

て
、
産
業
活
動
環
境
の
基
盤
整

備
に
つ
い
て
聞
く
。

10
年
後
の
市
の
財
政
力

指
数
を
0.8
く
ら
い
に
は
し

た
い
も
の
だ
。
産
業
の
発
展
に

よ
る
財
政
力
ア
ッ
プ
の
牽
引
車

は
工
業
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
10
年
後
の
期
待
す
る
製
造

品
出
荷
額
の
努
力
目
標
値
を
ど

の
よ
う
に
見
て
い
る
か
。

（
市
長
）
現
在
の
工
業

製
品
出
荷
額
は
、
県
下
一

で
あ
る
。
10
年
後
に
は
約
1.4
倍

に
な
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
を
し

て
い
る
。

（
企
画
財
政
部
長
）
平

成
17
年
の
製
造
品
出
荷
額

は
８，
５
９
７
億
円
で
あ
る
。

安
曇
野
市
の
実
績
と
国
が
示
し

て
い
る
名
目
経
済
成
長
率
等
を

参
考
に
推
計
す
る
と
１
兆
２，

０
０
０
億
円
（
約
1.4
倍
）
と
な

る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
）

に
お
け
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ

ッ
ト
社
会
構
築
の
時
代
、
流
通

に
お
け
る
産
業
活
動
の
醸
成
を

す
る
た
め
の
基
本
と
す
る
整
備

の
条
件
は
、
情
報
交
通
と
運
輸

交
通
の
整
備
で
あ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

（
市
長
）
情
報
通
信
は

今
後
ま
す
ま
す
高
度
化

し
、
産
業
・
企
業
に
と
ど
ま
ら

ず
各
家
庭
・
個
人
ま
で
利
用
さ

れ
て
い
く
社
会
に
な
っ
て
行
こ

う
。
市
民
の
側
に
立
っ
て
、
産

業
・
企
業
の
支
援
の
意
味
で
も

基
盤
整
備
を
進
め
た
い
。

社
会
実
験
事
業
と
し
て
新
年

度
予
算
に
計
上
し
た
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）

に
つ
い
て
は
、
利
用
効
果
が
上

が
り
、
産
業
基
盤
の
ア
ピ
ー
ル

が
で
き
る
も
の
と
、
期
待
を
し

て
い
る
。高

速
回
線
利
用
環
境

は
、
容
量
を
含
め
て
整
っ

て
い
る
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
経
営
財
務
管
理
、電
子
納
税
、

オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
な
ど
、
経
済

社
会
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
重
要

な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

ス
モ
ー
ル
オ
フ
ィ
ス
、
ホ
ー
ム

オ
フ
ィ
ス
に
よ
る
起
業
が
可
能

に
な
る
基
盤
整
備
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

高
速
回
線
の
接
続
は
、
住
宅

密
集
地
が
先
行
す
る
形
に
な
っ

て
お
り
、
各
工
業
団
地
等
の
利

用
は
不
十
分
と
思
わ
れ
る
。

市
内
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

現
状
調
査
を
行
い
、
安
心
で
安

全
な
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
社
会

に
参
加
で
き
る
よ
う
、
情
報
化

計
画
を
作
成
し
て
取
り
組
み
た

い
。ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
取
り
組
み
は

豊
科
Ｉ
Ｃ
を
中
心
と
す

る
基
幹
道
路
の
整
備
状
況

は
。
ま
た
梓
川
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
導
入
に
つ

い
て
伺
う
。

（
都
市
建
設
部
長
）
基

幹
道
路
は
、
個
別
的
に
見

る
と
整
備
を
要
す
る
箇
所
が
見

受
け
ら
れ
る
。
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
の
Ｉ
Ｃ
で
あ

る
。
国
土
交
通
省
は
、
地
方
自

治
体
と
共
同
し
て
社
会
実
験
を

実
施
し
て
い
る
。
国
・
松
本
市

と
協
議
し
て
行
く
こ
と
に
な
る

が
、
市
の
費
用
負
担
は
、
想
像

し
て
い
た
以
上
に
軽
減
さ
れ
て

い
る
。（

市
長
）
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
の
実
現
性
は
高
い
。
本

格
的
導
入
に
向
け
て
努
力
し
て

行
く
。

�

�
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産
業
活
動
環
境
の
基
盤
整
備
を

西
　
澤
　
韶
　
修

議
員

◆議会運営委員会とは？

議会の運営を円滑、効率的に進めるための、議長の諮問的な性格をもった委員会です。

■設置の根拠

地方自治法第109条の規定により、法定数内であれば、市町村の条例で規定することができます。

安曇野市議会では、安曇野市議会委員会条例第４条により８名とし、各会派から選出された議員によっ

て構成されています。

■所管事項

委員会は、次の事項に関して、調査や審査を行

っています。

・議会の運営に関する事項（会期の決定、議事

日程、決議の取り扱い、請願・陳情の取り扱

いなど）

・議会の会議規則や委員会条例などに関する事

項

・議長の諮問に関する事項

伊勢原市を視察した議会運営委員会
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総 務 委 員 会

○条例関係については、安曇野市副市長定数条例の制定について　他３件

○予算関係については、平成18年度安曇野市一般会計補正予算（第５号）について

（総務委員会所管事項）他３件

○松本広域連合規約の変更について他規約変更　２件

○陳情等については、耐震診断業務の実施促進について　他３件

以上について、審査した。

◆安曇野市副市長定数条例の制定について
副市長制をしく理由は。

地方自治法の改正に基づき、助役が副市長に変更されるもので、定数は１である。なお、この改正に伴う

「関係条例の整理に関する条例制定」についても整備した。

◆安曇野市保育に関する審議会設置条例等の一部を改正する条例の制定について
条例制定の目的は何か。

将来の組織規則の変更を見据え、審議会等を設置するという条例は、部までにとどめたいという改正である。

◆安曇野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
改正の内容について、主なものは何か。

管理職手当の定額化、また、月によりまちまちであった手当についての定額化を図ったり、特に扶養手当

については、少子化対策の考え方から限定化されていたものを取り払った、などが主な内容である。

◆平成18年度安曇野市一般会計補正予算（第５号）について
補正の主なものは何か。

補助事業、事業繰越などに係る件を主に、平成19年度の財源確保をにらみつつ、緊急止むを得ないものの

みとし、２億6,800万円を補正した。

◆平成19年度安曇野市一般会計予算について
予算の骨子は何か。

より一層の財政健全化に向けて取り組むことを目指しつつ、実感できる地域ブランドの創造、一体感確立

のための施策、行政能力向上を骨子とし前年度比3.8パーセント減の325億円で予算組みした。なお、財政

運営の比率として重視される公債費の構成比率は13.9パーセントである。
「広報あづみの」は、新年度から新聞折り込みとなるが、他の方法は検討したのか。

広報のもつ大きな使命は、より早く広くであり、現状を踏まえ検討した中で新聞折り込みを採用した。な

お、折り込みに当たり、他の発刊物と区分けするよう配意する。

◆松本広域連合規約の変更について他規約変更２件は、地方自治法の改正に伴い整備したものである。

◆耐震診断業務の実施促進についての陳情

公共施設を中心にして、安全確保を図る旨の内容に基づき、部分的に限らないよう意見を付して採択した。

◆公共工事に関する建築物の設計者の選定及び建設省告示第1206号による設計報酬基準の採用についての陳情

設計報酬基準について、検討に時間を要するため継続審査とした。

◆議会改革に関わる要望書

市政を充分に審査できる体制整備等研究し、開かれた議会を目指し、更に検討を加える項目が多岐に亘る

ことから、継続審査とした。

◆公共サービスの安易な民間開放に反対し国民生活の「安心・安全の確立を求める意見書」提出に関する陳情

2006年成立の公共サービス改革法に基づく本陳情について、状況把握等の必要性から継続審査とした。

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

Q
& A
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環境経済委員会

○条例関係については、安曇野市山林財産区特別会計条例の一部を改正する条例の制定について
○予算関係については、平成18年度安曇野市一般会計補正予算（第５号）について
（環境経済委員会所管事項） 他15件
○穂高広域施設組合規約の変更について　他規約変更　３件
○請願・陳情等については「地元住民の同意がなければ廃棄物処理施設の事業計画を認めない」とする県方針
の支持を求める請願　他１件
○その他については、公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市穂高農業活性化施設）
以上について、審査した。

◆平成18年度安曇野市一般会計補正予算（第５号）について（当委員会所管事項、産業観光部・市民環境部）
農林水産業費の雑入、㈱三郷ベジタブルの賃借料減額補正に関係する㈱三郷ベジタブルの経営改善につい
ては、ある程度時間を区切ってしっかりした実施計画なりを積み上げていただきたいが。
検討して３月末に経営改善計画を示して行きたい。
※産業観光部所管事項については原案賛成多数で可決、市民環境部所管事項については、原案賛成で可決
すべきものとした。

◆平成19年度安曇野市一般会計予算について（当委員会所管事項、産業観光部・市民環境部）
安曇野フェスタは、市が主体的な方針をもって進めることが必要と思うがどうか。
イベントは、当面行政が主体となって進める。安曇野フェスタは、第2回目の準備会を立ち上げる。
かじかの里公園管理事業について、将来的な考えは。
他の公園にない水辺公園のような位置付けで、進めて参りたい。
ＮＥＤＯ事業（生ゴミ等によるバイオマスエネルギー地域システム化実験事業・穂高広域施設組合受託）
の稼動について伺う。
２月23日から施設への生ゴミを投入し、稼動している。生ゴミ投入が計画量に達するのは８月頃と聞く。
※産業観光部所管事項については、原案賛成多数で可決、市民環境部所管事項については、原案賛成で可
決すべきものとした。

（反対）農林水産業費の雑入、㈱三郷ベジタブルの賃借料は予算計上すべき。よって反対。
（賛成）㈱三郷ベジタブル賃借料については、３月末に経営改善計画を提示することで平成18年度一般会

計補正予算減額を認めた経過がある。この件は予算措置ができる内容でないことは、明らかであ
る。質疑で出された意見を踏まえ市民に向かって成果が上がるよう執行努力を望み賛成する、の
意見があった。

◆平成19年度安曇野市国民健康保険特別会計予算について（当委員会所管事項、市民環境部）
税率の見通しは。
秋以降でないと医療費の伸びの見込みができないが、単純に伸びれば、税率アップを検討せざるを得ない。
※原案賛成で可決すべきものとした。

◆北小倉地籍に建設された廃棄物中間処理施設についての請願書
この事業内容を地元及び隣接地区住民・耕作者に充分説明させるよう事業者を指導すること等を、長野県
知事・安曇野市長への意見書提出を求めるものであるが、採択すべきものとした。

◆「地元住民の同意がなければ廃棄物処理施設の事業計画を認めないとする」県の方針の支持を求める請願
事業者による、廃棄物処理施設の設置及び処理業に関する許可申請の際には、地元住民への十分な事前説
明と同意書が必要であることを基本とすること等を、長野県に意見書の提出を求めるものであるが、採択
すべきものとした。

◆品目横断的経営安定対策の米価下落に関わる請願
品目横断的経営安定対策の要件を抜本的に見直し、意欲あるすべての農家を対象に価格保障を基本とした経
営安定対策を実現すること等を、政府機関に意見書の提出を求めるものであるが、採択すべきものとした。

◆長野県後期高齢者医療広域連合に運営協議会を設ける陳情
長野県後期高齢者医療広域連合内に運営協議会と同様な組織が立ち上がる状況がある。不採択賛成多数で、
不採択すべきものとした。

◆山小屋における軽油引取税の免税を求める意見書の送付に関する陳情書
国に山小屋における軽油引取税の免税を求める意見書の送付に関するものであるが、採択すべきものとした。

A
Q

A

Q
A
Q
A
Q

A

Q

Q
& A
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Q
& A

福祉教育委員会

○条例関係については、安曇野市児童クラブ利用者負担金条例の制定について　他３件

○予算関係については、平成18年度安曇野市一般会計補正予算（第５号）について

（福祉教育委員会所管事項）他３件

○陳情については、在宅介護事業への助成に関する陳情

○その他については、松塩安筑老人福祉施設組合規約の変更について　他５件

以上について、審査した。

◆平成19年度安曇野市一般会計予算について（福祉教育委員会所管事項）
新年度の公民館費補助金は地域へのサービス低下にならないか？

全市一体的な基準の見直しにより、事業の支援補助は均等・戸数・実績割を基本方向とした。

堀金給食センター増築におけるアレルギー室への対応は？

今回の増設はセンター西側に20m2また、県費の栄養士に加え、市費でアレルギー対応の栄養士を２名採

用する。
学校への巡回カウンセラーの対応は？

県費に加え、市費単独で配置し、軽度発達障害児に作業療法士を派遣する。

いじめ問題にはどのような対応を行っているか？

昨秋実施した先生側からの調査だけでなく、新年度は子供からのアンケートをとる。

薪能や早春賦音楽祭について新年度の取り組みは？

安曇野ブランドの発信と捉え、薪能については明科龍門渕で開催し、早春賦音楽祭については、国営アル

プスあづみ野公園で開催する。
デマンド交通により外出支援事業はどうなるのか？

各地域にデマンドタクシーが入る。障害者、要支援の高齢者には今まで通りの対応となる。

DV対策措置費が計上されているが？

昨年度は２件発生した。不足の場合は補正で対応。緊急避難的措置としての予算である。

保育園での発達障害児対応はどうしているのか？

必要に応じて専任の保育士をつけマンツーマン対応している。

保育士の正規職員との格差の中で、臨時職から不満はないのか？

待遇面での不満がある。正規と臨時の違いについては、財政効率を優先して考えていく。

生活保護の実態は？

現在、保護世帯数199世帯、保護人員280人である。

幼保一元化への取り組みは？

現在、制度の違いが大きく一元化は非常に難しい。幼稚園機能を持たせた保育園として活用。

夜間急病センター開設準備は？

４月開設に向け安曇野市医師会と協議している。32名の医師の協力とマニュアルを検討中。

〈交流学習センター建設について〉
交流学習センター建設における合併特例債の活用は？

交流学習センター設計委託料で充当率90％、実施設計が終われば、補正予算で特例債を利用した建設予算

を提案する。
基本構想図はなぜ繰越明許になったのか？

基本構想図をまとめるには見込みが甘く、年度内終了が困難で繰越明許とした。

市民ホールと図書館ホールとの関係はどう考えるか？

図書館ホールは200人前後の規模であり、1,000人を超える市民ホールとは競合しない。

建設費が約50億円見込まれ、更に維持管理において財政的な負担の見込みは？

維持管理費は年間約4,000万円、人件費は別として30年間で12億円の見込みである。A
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建設水道委員会

○条例関係については、安曇野市農業集落排水施設条例の一部を改正する条例の制定について　他４件
○予算関係については、平成18年度安曇野市一般会計補正予算（第５号）について
（建設水道委員会所管事項）他７件

○その他については、市道の廃止　他２件
以上について、審査した。

◆平成18年度安曇野市一般会計補正予算（第５号）について
穂高駅西口に掛かる設計委託料の減額の内容は。
18年度以降に予定されていたこの事業を、国の補助金の関係で急きょ、補正対応で予算化した。しかし、
短期間のためＪＲとの協議が整わず、先送りすることにした。

◆平成19年度安曇野市一般会計予算について
明科駅周辺地区再開発にどんな手法を考えているのか。
明科駅を中心に、商業振興のために今まで検討されてきたが、国道19号線沿いの既存商店街や公共設備の
再整備の必要性、事業効果などを調査し、どのようにするか検討し、仕切り直しをする。
県関係の土木費予算が上乗せになってきているとの情報を聞くが、市としての対応は。
最近、県体制も変わり若干上向きになっている。各支所、または、同盟会等でとりまとめ、機会を捉え積
極的に要望活動をしていきたい。
事務事業委託料の土地利用構想調査業務2,693万円は。
コンサルタント業務で、土地利用構想調査検討業務を業者に委託するもの。
下水道使用料の値上げ率はどのくらいか。
全体で8.5％。豊科が7.4％、穂高が７％、三郷が10.3％、堀金が10.3％、明科が16.5％である。
大口使用者の率が高くなってくると思うが。
大口使用者に著しく高くなる料金体系ではなく、全体としては2.6％で、大口使用者に著しく負担がかか
らないよう配慮してある。
下水道使用料の統一についての考えは。
３年ごとに料金の見直しをしていく。各地域ごとの接続率の状況を見て、３年毎に調整していく。審議会
から１日も早く経営状態を安定させた上で統一を図るよう答申が出ているので、その方向で調整していき
たい。

◆豊科インター東地区開発に関する請願書一採択
継続審査とした審査を行なった。
この地域は市街化調整区域であり、甲種農地となっているため開発は極めて難しい。しかし、周囲の開発
が進んでおり、開発志向が強いこと、また、交通が激しく農業を続けることが極めて困難で安全性が確保
できない地域であること、乱開発を防ぐべく地権者が結束され、適正な開発に向けて研究されていること
などを確認した。
「この地域の開発については、現段階では開発は困難であるが、市が進めている土地利用の構想の中で検
討し、この地域の土地利用について位置付けしていく必要がある。」という意見が多くの委員からあった。

◆安曇野市農業集落排水施設条例の一部を改正する条例の制定について
（反対）公平性からいってできるだけ早く統一をすべきだ。少なくても期限を区切って一定の方向を出す

べきで、長期間に亘って不統一な状況を続けていくことは賛成できない。
（賛成）早急に普及率を上げていく努力をし、できるだけ早い時点で統一をしていくことで、今はやむを

得ない。
下水道運営審議会のメンバーは。
学識経験者が２名、受益者代表５名、公募委員が３名、計10名となっている。

◆安曇野市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について
（反対）先ず事業の統一を早急にすべきだ。その上で料金の統一を当然考えるべき。現段階で穂高だけが

値上げをし、料金の格差があることに賛成できない。
（賛成）穂高の料金改定は平成９年にやったままで、他の地域はすでに改定済みである。値上げは当然で

あると思う。但し、穂高地域の住民にはしっかり説明をし、理解してもらうべきだ。
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し
て
年
４
回
発
行
。
議
員
広
報

特
別
委
員
会
が
編
集
。
安
曇
野

市
議
会
だ
よ
り
と
ほ
ぼ
同
じ
体

裁
。
表
紙
・
裏
表
紙
カ
ラ
ー
で

他
ペ
ー
ジ
は
２
色
刷
り
。
毎
号

お
お
む
ね
20
ペ
ー
ジ
。

○
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

電
子
媒
体
に
よ
る
議
会
の
あ

ら
ま
し
を
市
内
外
へ
随
時
情
報

発
信
。
議
会
事
務
局
が
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
議
会
情
報
を
出

し
て
い
る
。（
議
会
製
作
に
よ

る
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

な
い
の
で
、
充
実
度
は
や
や
低

い
）。
議
事
録
検
索
シ
ス
テ
ム

が
あ
る
。

千
曲
市
議
会
と
い
え
ば
、
合

併
の
在
任
特
例
で
旧
市
町
村
の

議
員
が
全
員
市
議
と
し
て
残

り
、
議
会
リ
コ
ー
ル
の
住
民
投

票
に
ま
で
発
展
し
、
事
実
上
の

議
会
解
散
に
追
い
込
ま
れ
た
こ

と
は
、
皆
さ
ん
ご
存
知
の
と
お

り
。
当
時
、
議
会
の
閉
鎖
性
が

批
判
の
的
と
な
っ
た
千
曲
市
議

会
は
、
そ
の
苦
い
経
験
を
議
会

運
営
に
活
か
し
、
市
民
に
開
か

れ
た
議
会
を
め
ざ
し
成
果
を
あ

げ
て
き
た
。

そ
の
一
つ
が
地
元
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）
に
よ
る

議
会
の
生
中
継
と
再
放
送
。
そ

れ
も
、
本
会
議
や
一
般
質
問
だ

け
で
は
な
く
、
常
任
委
員
会
も

含
め
た
全
日
程
を
公
開
放
送
し

て
い
る
。（
安
曇
野
市
議
会
で

は
一
般
質
問
の
み
生
中
継
・
再

放
送
。）
千
曲
市
で
は
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
の
普
及
率
は
60
％
程
度
。
議

場
へ
傍
聴
に
訪
れ
る
人
は
少
な

い
が
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
見
た
と
い

う
市
民
か
ら
の
反
響
、
手
ご
た

え
は
か
な
り
あ
る
と
の
こ
と
。

今
後
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｔ

Ｖ
中
継
も
取
り
入
れ
た
い
と
意

欲
的
で
あ
っ
た
。

議
会
だ
よ
り
に
は
、「
決
ま

っ
た
事
し
か
出
て
い
な
い
」

「
議
論
の
中
身
が
見
え
な
い
」

「
市
民
生
活
に
身
近
な
視
点
・

論
点
が
な
い
」
な
ど
の
批
判
や

不
満
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
が
、

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
委
員
会
中
継
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
中

継
、
画
像
配
信
な
ど
は
、
そ
う

い
っ
た
批
判
や
不
満
に
か
な
り

･
視
察
日
程

２
月
16
日

･
視
察
地

１．

長
野
県
・
千
曲
市
議
会

２．

長
野
県
・
飯
田
市
議
会

･
目
的

議
会
広
報
誌
の
編
集
作
業
の

実
態
、
広
報
誌
の
あ
り
方
、
議

会
広
報
誌
と
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た

広
報
の
連
携
な
ど
、
議
会
広
報

の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
学

び
、
当
市
議
会
広
報
作
成
に
資

す
る
た
め
。

※
千
曲
市
議
会
は
合
併
し
て
３

年
余
り
、
合
併
し
た
ば
か
り
の

安
曇
野
市
議
会
と
共
通
す
る
課

題
が
あ
り
、
参
考
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
一
方
の
飯
田
市
議

会
は
、
自
治
基
本
条
例
を
議
員

提
案
で
作
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

成
熟
度
の
高
い
議
会
で
、
学
ぶ

べ
き
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い

か
。
そ
ん
な
期
待
を
持
っ
て
視

察
研
修
の
目
的
地
と
し
た
。

◆
千
曲
市
議
会

○
議
会
だ
よ
り

・
印
刷
媒
体
の
議
会
広
報
誌
と

広
報
特
別
委
員
会

の
程
度
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
う
。

◆
飯
田
市
議
会

○
議
会
だ
よ
り

印
刷
媒
体
の
議
会
広
報
誌
と

し
て
年
４
回
発
行
。
委
員
会
活

動
の
周
知
が
中
心
。
議
員
だ
よ

り
編
集
委
員
会
の
編
集
・
監
修

の
も
と
、
議
会
事
務
局
担
当
者

が
作
成
。
Ａ
４
判
10
ペ
ー
ジ
建

て
。
全
ペ
ー
ジ
１
色
刷
り
。

○
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

電
子
媒
体
に
よ
る
議
会
の
あ

ら
ま
し
を
市
内
外
へ
随
時
情
報

発
信
。
議
会
事
務
局
が
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
議
会
情
報
を
出

し
て
い
る
。（
議
会
製
作
の
議

会
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

な
い
が
、
事
務
局
の
担
当
者
が

熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
豊

富
で
新
鮮
な
情
報
が
充
実
し
て

い
る
）。
議
事
録
検
索
シ
ス
テ

ム
が
あ
る
。

本
会
議
よ
り
も
実
質
的
な
議

論
、
審
議
を
し
て
い
る
委
員
会

こ
そ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
中
継
放
送
し
よ

う
と
考
え
た
千
曲
市
議
会
。
飯

田
市
議
会
も
同
じ
考
え
方
で
、

委
員
会
活
動
を
詳
し
く
知
ら
せ

る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
議
会

だ
よ
り
に
改
編
し
、
１
年
が
経

過
し
た
と
こ
ろ
。
委
員
会
審
議

を
中
心
に
、
細
部
に
わ
た
り
詳

し
く
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
読

み
や
す
い
工
夫
を
凝
ら
し
な
が

ら
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

「
一
般
質
問
は
議
員
の
晴
舞

台
」
と
も
言
わ
れ
、
議
会
だ
よ

り
が
一
般
質
問
中
心
に
な
っ
て

し
ま
う
傾
向
が
強
い
。

安
曇
野
市
の
議
会
だ
よ
り
も

一
般
質
問
が
毎
号
10
ペ
ー
ジ
に

も
及
ぶ
。
そ
れ
が
飯
田
市
議
会

だ
よ
り
で
は
、
た
っ
た
の
１
ペ

ー
ジ
。
20
人
ほ
ど
が
行
う
一
般

質
問
の
、
そ
の
項
目
だ
け
を
答

弁
は
省
略
し
て
掲
載
し
て
い

る
。省

略
す
る
こ
と
に
し
た
理
由

は
、
60
〜
70
％
普
及
し
て
い
る

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
中
継
放
送
が
あ
る

こ
と
。
も
う
一
つ
に
、
地
元
新

聞
２
社
が
一
般
質
問
の
次
の
日

に
は
詳
細
な
報
告
記
事
を
掲
載

す
る
の
で
、
１
カ
月
以
上
も
後

に
な
っ
て
出
て
く
る
議
会
だ
よ

り
に
載
せ
た
と
こ
ろ
で
読
み
た

が
る
市
民
は
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
判
断
。

加
え
て
、
質
問
項
目
が
わ
か

れ
ば
議
事
録
検
索
シ
ス
テ
ム
で

よ
り
詳
し
い
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
、
補
完
す
る
仕
組
み

が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、
思

い
切
っ
て
省
略
し
た
と
い
う
こ

と
だ
。

話
は
自
治
基
本
条
例
（
議
員

提
案
で
制
定
）
に
も
及
び
、
開

か
れ
た
議
会
運
営
を
う
た
っ
た

第
23
条
「
市
議
会
は
、
市
議
会

が
保
有
す
る
情
報
を
公
開
す
る

と
と
も
に
、
会
議
及
び
委
員
会

等
を
公
開
し
、
並
び
に
議
会
活

動
に
つ
い
て
市
民
に
説
明
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
と
の
情
報

の
共
有
に
努
め
ま
す
」
こ
れ
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
も
、
議

会
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
情
報
発
信
に
は
力
を
注
い
で

い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

「
議
会
の
独
立
性
堅
持
」
の
気

概
を
持
っ
て
議
会
・
議
員
を
支

え
る
議
会
事
務
局
の
姿
勢
の
素

晴
ら
し
さ
。
議
員
提
案
で
自
治

基
本
条
例
を
制
定
し
た
飯
田
市

議
会
の
成
熟
度
。
ど
ち
ら
も
、

さ
す
が
と
感
心
し
た
。

飯田市議会にて

千曲市議会にて
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表
者
に
よ
る
。

（
会
派
と
議
運
と
の
関
連
）

議
運
の
構
成
に
は
、
交
渉
団

体
と
す
る
会
派
代
表
が
入
る
。

（
会
派
代
表
質
問
）

各
会
派
よ
り
１
名
が
、
３

月
・
９
月
定
例
会
に
て
行
う
。

代
表
質
問
を
行
っ
た
議
員

は
、
一
般
質
問
を
行
わ
な
い
。

（
正
副
議
長
の
会
派
離
脱
に
つ

い
て
）

会
派
に
所
属
し
、
離
脱
は
し

て
い
な
い
。

・
議
会
全
員
協
議
会
に
つ
い
て

（
開
催
に
つ
い
て
）

積
極
的
に
は
開
催
せ
ず
、
報

告
す
べ
き
事
案
が
あ
る
時
、
年

に
一
回
程
度
開
催
す
る
。

（
協
議
会
で
扱
う
事
案
の
範
囲
）

行
政
や
議
会
が
、
情
報
の
収

集
や
共
有
を
す
る
た
め
の
範
囲

内
で
、
議
案
の
審
議
に
関
す
る

も
の
は
し
な
い
。

・
一
般
質
問
に
つ
い
て

（
質
問
事
項
の
可
否
に
つ
い
て
）

所
属
す
る
委
員
会
に
所
管
す

る
審
議
案
件
に
つ
い
て
は
、
所

属
委
員
か
ら
の
質
問
は
で
き
な

い
。
付
託
さ
れ
た
請
願
に
関
す

る
質
問
も
同
様
。

・
請
願
、
陳
情
の
扱
い
に
つ
い

て
（
請
願
の
取
り
扱
い
）

該
当
す
る
常
任
委
員
会
に
付

託
し
て
審
査
を
す
る
。
請
願
内

容
が
複
数
所
管
と
な
る
場
合

は
、
分
割
提
出
を
指
導
し
て
受

け
付
け
る
。

（
陳
情
の
取
り
扱
い
）

原
則
、
原
文
を
コ
ピ
ー
し
て

全
議
員
に
参
考
と
し
て
配
布
の

み
。

・
議
員
の
資
料
請
求
に
つ
い
て

（
議
員
活
動
に
お
け
る
資
料
請

求
）申

し
合
わ
せ
に
よ
り
、
情
報

公
開
条
例
に
基
づ
き
請
求
及
び

入
手
す
る
。

委
員
会
が
資
料
請
求
を
議
決

し
た
場
合
、
議
長
経
由
で
請
求

し
当
該
委
員
の
み
配
布
。

本
会
議
で
の
議
決
の
場
合
、

全
議
員
に
配
布
す
る
。

･
視
察
日
程

２
月
７
日
〜
８
日

・
視
察
地
と
目
的

１．

東
京
都
東
村
山
市
議
会

２．

神
奈
川
県
伊
勢
原
市

議
会

議
会
運
営
に
お
け
る
先

進
地
の
視
察

１．

東
京
都
東
村
山
市
議
会

（
人
口
）

約
１
４
６，
７
０
０
人

（
議
員
数
）

法
定
数
　
34
人

現
員
数
　
25
人

（
会
派
数
）

７
会
派

（
議
会
事
務
局
員
数
）

現
員
数
　
９
人

（
委
員
会
複
数
所
属
に
つ
い
て
）

現
在
の
と
こ
ろ
未
定
。

（
交
渉
会
派
の
人
数
に
つ
い
て
）

３
人
以
上
と
す
る
が
、
２
人

以
下
の
会
派
間
の
協
議
に
よ

り
、
交
渉
団
体
を
構
成
す
る
こ

と
が
可
能
。

（
会
派
代
表
者
会
議
に
つ
い
て
）

交
渉
団
体
と
す
る
会
派
の
代

議
会
運
営
委
員
会
（
以
下
、
議
運
）

２．

神
奈
川
県
伊
勢
原
市
議
会

（
人
口
）

約
１
０
０，
５
０
０
人

（
議
員
数
）

法
定
数
　
34
人

現
員
数
　
22
人

（
会
派
数
）

８
会
派

（
議
会
事
務
局
員
数
）

現
員
数
　
８
人

（
委
員
会
複
数
所
属
に
つ
い
て
）

義
務
化
で
は
な
い
の
で
、
検

討
課
題
。

（
交
渉
会
派
の
人
数
に
つ
い
て
）

１
人
で
も
交
渉
会
派
と
し
て

認
め
て
い
る
。

（
会
派
代
表
者
会
議
に
つ
い
て
）

交
渉
会
派
の
代
表
者
に
よ

る
。

（
会
派
と
議
運
と
の
関
連
）

議
運
の
構
成
に
は
、
交
渉
会

派
代
表
者
が
必
ず
し
も
所
属
し

て
い
な
い
。

委
員
と
し
て
参
加
で
き
る
の

は
、
２
人
以
上
の
会
派
と
し
、

１
人
会
派
議
員
は
委
員
外
議
員

と
し
て
出
席
で
き
る
が
、
発
言

権
、
議
決
権
は
な
い
。

（
会
派
代
表
質
問
）

代
表
質
問
制
は
採
用
し
て
い

な
い
。

（
正
副
議
長
の
会
派
離
脱
に
つ

い
て
）

会
派
に
所
属
し
、
離
脱
は
し

て
い
な
い
。

・
議
会
全
員
協
議
会
に
つ
い
て

（
開
催
に
つ
い
て
）

原
則
と
し
て
、
３
・
６
・

９
・
12
月
の
定
例
会
月
を
除

く
、
各
月
の
20
日
に
１
〜
２
時

間
程
度
開
催
し
て
い
る
。

（
協
議
会
で
扱
う
事
案
の
範
囲
）

市
長
に
よ
る
行
政
報
告
の
概

略
説
明
の
み
で
、
協
議
会
終
了

後
、
所
管
部
長
が
細
部
の
補
足

説
明
を
す
る
場
合
が
あ
る
。

・
一
般
質
問
に
つ
い
て

（
質
問
事
項
の
可
否
に
つ
い
て
）

所
属
す
る
委
員
会
に
所
管
す

る
審
議
案
件
に
つ
い
て
、
所
属

委
員
か
ら
の
質
問
は
可
能
で
あ

る
。

・
請
願
、
陳
情
の
扱
い
に
つ
い

て
（
請
願
の
取
り
扱
い
）

近
年
請
願
は
ほ
と
ん
ど
な
い

状
況
で
あ
る
。

（
陳
情
の
取
り
扱
い
）

原
則
と
し
て
本
会
議
に
上
程

し
、
所
管
委
員
会
に
付
託
を
す

る
。

郵
送
陳
情
は
、
要
望
と
し
て

扱
い
、
議
長
報
告
に
記
載
す
る

の
み
。

・
議
員
の
資
料
請
求
に
つ
い
て

（
議
員
活
動
に
お
け
る
資
料
請

求
）議

員
が
資
料
を
要
求
す
る
時

は
、
所
定
の
書
式
に
従
い
議
長

に
申
し
入
れ
る
。

３．

ま
と
め

安
曇
野
市
議
会
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
組
織
構
成
を
し
、
役
職
も

決
定
し
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
１

年
余
月
を
経
過
し
た
。
構
成
す

る
第
１
期
目
の
市
議
会
議
員

は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
市
議

会
と
し
て
の
活
動
は
初
め
て
の

経
験
で
あ
る
。
ま
た
、
第
１
期

目
の
市
議
会
議
員
は
、
議
会
運

営
に
つ
い
て
の
基
礎
土
台
を
今

後
に
向
け
て
積
み
上
げ
て
い
く

歴
史
的
時
点
と
責
務
に
立
っ
て

も
い
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
地
方

議
会
制
度
と
基
本
的
な
議
会
運

営
に
つ
い
て
整
理
を
し
、
認
識

す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
度
の
先
進
地
視
察
に
つ

い
て
は
記
述
し
き
れ
な
い
数
多

く
の
事
例
を
学
ん
で
き
た
。
安

曇
野
市
民
の
た
め
に
開
か
れ
た

議
会
、
そ
し
て
行
政
運
営
が
ス

ム
ー
ズ
に
展
開
さ
れ
て
い
く
た

め
に
も
、
今
後
の
議
会
運
営
に

つ
い
て
の
参
考
と
し
、
検
討
研

究
を
重
ね
て
い
く
。

伊勢原市議会
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守
り
、
豊
か
さ
と
幸
せ
を
実
感

で
き
る
よ
う
に
す
る
の
か
が
今

の
政
治
に
問
わ
れ
て
い
る
。
広

島
・
長
崎
の
あ
る
国
か
ら
、
世

界
に
訴
え
る
こ
と
の
で
き
る
価

値
は
、
ま
さ
に
人
の
命
の
尊
さ

で
あ
る
。

（
下
里
喜
代
一
）

＊
広
報
編
集
委
員
＊

委
員
長
　
小
林
純
子

副
委
員
長
　
黒
岩
宏
成

編
集
委
員
　
青
柳
吉
宏

大
月
晃
雄

草
深
　
温

下
里
喜
代
一

等
々
力
等

西
澤
韶
修

藤
森
康
友

本
郷
敏
行

お
気
軽
に
ご
意
見
等
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

安
曇
野
市
議
会
だ
よ
り
　
第
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号

平
成
19
年
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月
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日
発
行

発
行
　
長
野
県
安
曇
野
市
議
会

編
集
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

印
刷
　
電
算
印
刷
株
式
会
社

〒
399-8211  長

野
県
安
曇
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市
堀
金
烏
川
2750-1

安
曇
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金
総
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内
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委員会を傍聴して

藤沢雄一郎さん（穂高）

１月29日（月） 福井県鯖江市議会

会派議員

☆視察内容

・議会改革の取り組みについて

議会行政視察受入れ報告議会行政視察受入れ報告

３月議会に議長副議長の会派離脱と議会改革に関わ
る要望書を出したので、総務委員会と議会運営委員会
の傍聴をしました。活発な議論がありましたが、とも
に継続審議となりました。傍聴人の参考意見を聞くか
どうかの審議もありましたが、残念ながら実現しませ
んでした。議会のあり方は市民全体の関心事なので、
要望書を出した人だけでなく、広く一般市民の意見を
聞く機会を設けて、より活発な論議を起こして欲しい
ものです。正副議長も生身の人間なので、いつも不偏
不党・公平中立というわけにはいかないと思います。
会派離脱はそれを予防する一つの方法だと思います。
民主主義は変化を制度化したものと言われます。

時代や住民の意識・ニーズの変化に合わせて行政も変
えていく必要があるので、４年毎に選挙で舵取り役を
選ぶわけです。市長も議員も、今、市にとって一番重
要なものは何か、改善する点はどこか、などを公約や
優先順位で訴えます。それは具体的には予算編成の形
で表すことになります。限られた予算ですから、公約
によって増やす予算があればその分削らなければなら
ないものも出てきます。これはかなり激しい議論にな
ると思います。合併によって予算規模も大きくなり市
民にはわかりづらくなっています。是非、議会事務局
の強化などで予算の増減を市民にわかりやすい形で示
して貰いたいものです。

お詫びと訂正

２月15日発行「安曇野市議会だより第５号」
17ページ４段目、右から12行目

お詫びして訂正します。

平成19年安曇野市議会
６月定例会会期日程（予定）

６月７日（木）～６月25日（月）

皆さんの傍聴をお待ちしています。

誤　「夜間救急センター」
正　「夜間急病センター」

＝お問い合わせに答えて＝
２月15日発行「安曇野市議会だより第５号」

11ページ中、「写真の巨大ビュー・パネルは、
安曇野市に設置されているのか」というお問い
合わせでしたが、この写真は、富山県氷見（ひ
み）市に設置してあります巨大ビュー・パネル
の写真です。

＝議会事務局人事＝
４月１日付で人事異動がありました。
旧：田口　総保
新：総務部人権尊重課人権尊重係へ
新：平川　淳朗
旧：議会事務局庶務係より
新：安田　明子
旧：市民環境部市民課市民係より

長
崎
市
長
が
銃
弾
を
撃
た
れ

死
去
し
た
。
し
か
も
市
長
選
の

真
っ
只
中
で
あ
る
。
暴
力
に
よ

る
民
主
主
義
の
否
定
、
こ
れ
ほ

ど
の
シ
ョ
ッ
ク
な
事
件
は
な

い
。
人
は
み
な
千
差
万
別
で
意

見
や
考
え
方
の
違
い
は
当
然

で
、
そ
の
違
い
を
認
め
な
い
殺

害
と
い
う
最
悪
の
手
段
は
決
し

て
認
め
ら
れ
な
い
蛮
行
で
あ

る
。
違
い
を
お
互
い
に
み
と
め
、

一
致
す
る
こ
と
は
大
い
に
手
を

結
ん
で
こ
と
を
す
す
め
る
こ
と

が
人
間
社
会
の
ル
ー
ル
で
は
な

い
か
。
核
兵
器
の
廃
絶
を
市
長

自
ら
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
平

和
の
た
め
に
行
動
し
た
市
長
に

心
か
ら
の
冥
福
を
捧
げ
る
。

命
は
た
っ
た
一
つ
し
か
な

い
。
そ
れ
を
ど
れ
だ
け
大
切
に


